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Ⅰ 調査設計 

 

 １ 調査の目的 

この調査は、県内消費者の日常生活必需品を購入する行動範囲、中心市街地や市町村の中

心部に立地する商業地域の利用状況、通信販売やインターネット等の商品購入方法の利用状況、

県外における消費行動、及びＪＲ新大分駅ビル開業後の大分市中心市街地への期待感等を分析

し、中小小売商業施策の基礎資料の収集を目的とする。 

 集計作業は株式会社 九州みらい研究所が行った。 

 

 

 ２ 調査の方法 

 

（１） 調査実施期間 

 

平成２５年１１月 

 

 

（２） 調査対象者 

 

大分県内１８市町村に居住する２０歳以上の女性３，０００人を対象に実施した。 

 

（３） 調査方法・回収状況 

 

調査方法は、各市町村の商工会議所・商工会が、対象者に調査票を配布し、直接回収する

方法と、郵送により回収する方法の２通りを併用した。 

有効回収数は１，９５３人であり、有効回収数は６５．１％である。 

（表Ⅰ－１参照） 

 

 ３ 調査の内容 

 アンケート調査の内容は、回答者の属性（問１）のほか、商品種別の購入場所（問２）、商

品購入時に重視する点（問３）、商品購入時の情報源（問４）、買い物をする時間帯（問５）、

居住地の買い物利便性（問６）、中心市街地の商業施設・商店街の利用状況（問７）、通販・イ

ンターネットショッピング等の利用状況（問８）、県外での買い物の状況（問９）、ＪＲ新大分

駅ビルに対する意識（問１０）である。（アンケート調査票参照） 

 

 

 ４ 前回調査（平成１９年度）との主な変更点 

 前回までは、旧市町村による買物行動を分析していたが、今回から合併後の現市町村での

分析とした。 

 また、平成２７年春にＪＲ新大分駅ビルが開業することによる大分市中心市街地の賑わい

創出について、女性客の関心度合いを把握することとした。 
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（表Ⅰ―１）市町村別対象者数と有効回収状況表 

配布数 有効回収数 有効回収率

県全体 3,000 1,953 65.1%

大分市 490 358 73.1%

別府市 225 205 91.1%

中津市 190 30 15.8%

日田市 180 162 90.0%

佐伯市 185 109 58.9%

臼杵市 155 63 40.6%

津久見市 135 95 70.4%

竹田市 140 70 50.0%

豊後高田市 140 95 67.9%

杵築市 145 51 35.2%

宇佐市 170 94 55.3%

豊後大野市 155 62 40.0%

由布市 150 101 67.3%

国東市 145 74 51.0%

姫島村 45 35 77.8%

玖珠町 130 65 50.0%

日出町 140 46 32.9%

九重町 80 55 68.8%

無回答 ― 183 ―  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページに記載の、商品種別（最寄品、買回品、専門品、贈答品）の解説についてはＰ８を参照。 

商圏とは、地元購入率が５０％以上の市町村のこと。 
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Ⅱ 調査結果の概要 

 

１ 大分県の消費動向の特徴 

 地元購入率ランキングは下表のとおりである。大分市は、最寄品、買回品、専門品、贈答品

の全てで 90％以上の地元購入率を維持している。中津市については、最寄品が 10 位（78.6％）

であるが、それ以外の３商品では第２位であり、地元購入率が高い。また、別府市も最寄品が

第２位であり、それ以外の３商品では第３位となり、地元購入率が高くなっている。同様に、

日田市は４商品とも 50％を超える地元購入率である。 

  

（表Ⅱ－１）地元購入率ランキング 

 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 第７位 

最

寄

品 

大分市 

（93.2％） 

別府市 

（93.1％） 

佐伯市 

（91.2％） 

日田市 

（88.5％） 

杵築市 

（82.8％） 

宇佐市 

（82.5％） 

日出町 

（81.0％） 

買

回

品 

大分市 

（90.7％） 

中津市 

（81.8％） 

別府市 

（66.0％） 

日田市 

（57.9％） 

由布市 

（50.0％） 

佐伯市 

（47.0％） 

豊後大野市 

（46.2％） 

専

門

品 

大分市 

（94.2％） 

中津市 

（81.3％） 

別府市 

（72.9％） 

日田市 

（71.6％） 

佐伯市 

（62.1％） 

宇佐市 

（53.6％） 

日出町 

（49.1％） 

贈

答

品 

大分市 

（94.4％） 

中津市 

（80.0％） 

別府市 

（73.3％） 

日田市 

（66.5％） 

佐伯市 

（61.2％） 

宇佐市 

（59.6％） 

豊後大野市 

（54.3％） 

  

購買力の出向状況については（図Ⅲ－２－１～８）、最寄品は一部の町村を除いて地元で買

い物が行われている。しかし、買回品、専門品、贈答品については、多くの市町村から大分市

への出向が目立っている。また、商圏の形成状況について４商品をみていくと、最寄品は九重

町と姫島村以外の 16 市町は商圏を形成している。次に、買回品は、大分市、別府市、中津市、

日田市、由布市が商圏を形成している。専門品は、大分市、別府市、中津市、日田市、佐伯市、

宇佐市が商圏を形成している。最後に、贈答品は、大分市、別府市、中津市、日田市、佐伯市、

豊後高田市、宇佐市、豊後大野市、由布市が商圏を形成している。 

 

２ 商品購入時に重視する点 

食料品等を購入する時に重視する点については、多い順に「商品の種類や量が豊富」が47.2％、

「値段が安い」が 45.3％、「近くにある」が 43.5％、「品質が良い」が 43.3％となっている（図

Ⅲ－３－１）。また、衣料品・身辺雑貨については、「商品の種類や量が豊富」が 61.1％、「品

質が良い」が 43.9％、「値段が安い」が 38.4％となっている（図Ⅲ－３－２）。最後に、文化

品については、「商品の種類や量が豊富」が 61.3％、「値段が安い」が 41.6％、「品質が良い」

が 32.9％となっている（図Ⅲ－３－３）。 

居住地での買い物利便性については、「全く不便ではない」が 22.4％、「あまり不便ではな

い」が 54.3％であり、合計すると 76.7％となっている。一方、「大いに不便を感じる」と「あ

る程度不便を感じる」を合計すると 22.8％となり、約２割が不便を感じている（図Ⅲ－６－

１）。最も不便を感じている割合が多いのは九重町であり、40.0％となっている（表Ⅲ－６－

１）。また、九重町以外で不便さを感じている割合が 30％を超えるところは６市町村ある。で

は、不便さの解消策として期待されるものは、「移動販売車」が 22.3％、「中心部へのコミュ

ニティバス」が 18.5％となっている（図Ⅲ－６－２）。 
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３ 中心市街地の商業施設・商店街の利用状況 

居住市町村にある中心部の商店街への買い物利用頻度については、「ほとんど利用しない」

が 26.8％と最も多く、次いで「週に２～３回」が 17.5％となっている（表Ⅲ－７－１）。中心

部の商店街へ行かない理由は、「郊外の大型店の方が便利である」が 64.7％、「駐車場・駐輪

場が少ない」が 50.7％、「魅力ある店舗が少ない」が 44.1％となっている（表Ⅲ－７－３）。

中心部の商店街への要望としては、「駐車場や駐輪場の完備をする」が 42.5％、「不足してい

る業種を増やし、店舗にバラエティをもたせる」が 32.7％、「大型商業施設を誘致する」が

23.2％となっている（図Ⅲ－７－４）。以上のように、中心部の商店街の利用頻度を高めるた

めには、駐車場・駐輪場の整備、不足業種の補充等が求められている。 

 

４ 通販・インターネットショッピング等の利用状況 

 無店舗販売の利用については、「カタログ販売」が 59.0％、「インターネットショッピング」

が 55.9％であり、半数を超えている。特に、「インターネットショッピング」は 14 年調査に

比べて３倍以上の伸びを示している（図Ⅲ－８－１）。無店舗販売を利用する理由は、「価格が

安いから」が 52.8％、「近くの店では手に入りづらいから」が 50.5％となっている。また、「買

い物に出かける手間が省けるから」と「商品の種類が多いから」も 40％を超えている（図Ⅲ

－８－３）。以上のように、無店舗販売は利便性、低価格であること等を理由に利用を増やし

ている。 

 

５ 県外での買い物の状況 

 県外（九州内）へ買い物に行く人は 57.0％であり、そのうち「年に２～３回」が 19.8％で

最も高くなった（図Ⅲ－９－１）。年齢別で県外への多頻度出向層をみると、20 歳代が「月に

1回以上」の頻度で買い物のために出かけており、その割合は 20.0％である（表Ⅲ－９－１）。

また、県外での買い物出向先としては、福岡市が 75.7％と非常に高く、次いで久留米市が 6.6％、

北九州市が 5.7％となっている（図Ⅲ－９－２）。県外への買い物出向時の移動手段は、自家

用車が 46.5％と最多であり、次いで自家用車（高速道路利用）が 32.3％となり、この２つの

手段を合計すると約８割（78.8％）となる（表Ⅲ－９－３）。最後に、県外に買い物に行く理

由としては、「商品の選択肢が多くなるから」が 57.5％、「買い物以外に楽しめる場所がある

から」が 55.3％、「魅力的な店があるから」が 52.6％となっている。また、「県内で買えない

商品があるから」が 48.8％と約半数となっている（図Ⅲ－９－５）。 

 

６ JR 新大分駅ビルに対する意識 

JR 新大分駅ビルに対する意識については、駅ビルの開業により回答者の約７割（「おおいに

そう思う（17.4％）」と「少しそう思う（49.4％）」の合計 66.8％）が、賑わいが創出される

と期待している（表Ⅲ－１０－１）。また、駅ビルの開業後に周辺商店街にも回遊するかとい

う質問に対しては、回答者の約５割（「おおいにそう思う（13.0％）」と「少しそう思う（40.1％）」

の合計 53.1％）が肯定的である（表Ⅲ－１０－２）。さらに、周辺商店街に回遊する意向がな

い人に回遊する条件を尋ねたところ、「駐車場・駐輪場の完備（51.2％）」、「オリジナル商品や

デザインの良い商品を取り揃える（26.2％）」、「新製品・流行品を揃える（21.1％）」、「店や街

並みをきれいにする（20.4％）」という回答が多かった（表Ⅲ－１０－３）。以上のように、周

辺商店街への回遊性を高めるためには、駐車・駐輪場の整備、魅力ある商品の品揃え、街並み

整備等が求められている。 
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Ⅲ 調査結果 

 

１ 回答者の属性（問１） 

 

  本調査で有効回答を得た 1,953 人の属性は以下の通りである。 

  年齢をみると、「20歳代」が 8.7％、「30歳代」が 19.3％、「40歳代」が 23.8％、「50歳代」が

20.7％、「60歳以上」が 27.1％である。 

 家族数は、「４人」が 24.5％と最も高い。次いで「５人以上」が 23.5％、「２人」が 22.7％、「３

人」が 22.2％、「１人」が 4.9％の順となっている。  

職業をみると、「会社員・公務員等」が 38.2％と最も高い。次いで「自営業」が 21.6％、「パー

ト・アルバイト」が 21.0％、「農林水産業」が 0.8％の順となっている。 

普段の買い物で利用している移動手段についてみると、「自家用車」が 85.8％と群を抜いて高

く、ほとんどの人が利用している。 

 

 

20歳代

8.7%

30歳代
19.3%

40歳代

23.8%

50歳代
20.7%

60歳以上

27.1%

無回答

0.5%

図Ⅰ-１-１ 年齢

全体（N=1,953）

１人

4.9%

２人

22.7%

３人

22.2%

４人

24.5%

５人以上

23.5%

無回答

2.3%

図Ⅰ-１-２ 家族数

全体（N=1,953）

会社員・

公務員等

38.2%

パート・

アルバイト
21.0%

自営業
21.6%

農林水産業

0.8%

無職

10.5%

その他

5.0%

無回答
2.7%

図Ⅰ-１-３ 職業

全体（N=1,953）

85.8%

6.0%
2.0% 0.2%

4.1% 1.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自
家
用
車

原
付
バ
イ
ク
・

自
転
車

バ
ス
・

タ
ク
シ
ー

Ｊ
Ｒ

徒
歩

無
回
答

図Ⅰ-１-４ 移動手段

全体（N=1,953）
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（表Ⅲ-１-１）居住市町村別年齢構成

（数値：％）

標
本
数

2
0
歳
代

3
0
歳
代

4
0
歳
代

5
0
歳
代

6
0
歳
以
上

無
回
答

1,953 8.7 19.3 23.8 20.7 27.1 0.5

大分市 358 10.1 20.4 32.4 16.8 20.1 0.3

別府市 205 14.1 24.9 17.1 22.4 21.0 0.5

中津市 30 3.3 23.3 33.3 20.0 20.0 0.0

日田市 162 10.5 19.8 21.6 16.0 31.5 0.6

佐伯市 109 11.0 20.2 22.9 20.2 24.8 0.9

臼杵市 63 6.3 20.6 28.6 30.2 14.3 0.0

津久見市 95 12.6 17.9 44.2 16.8 8.4 0.0

竹田市 70 8.6 17.1 18.6 37.1 18.6 0.0

豊後高田市 95 8.4 27.4 29.5 12.6 21.1 1.1

杵築市 51 2.0 27.5 19.6 25.5 25.5 0.0

宇佐市 94 3.2 18.1 20.2 19.1 39.4 0.0

豊後大野市 62 0.0 16.1 9.7 21.0 53.2 0.0

由布市 101 6.9 13.9 18.8 23.8 36.6 0.0

国東市 74 0.0 4.1 6.8 31.1 58.1 0.0

姫島村 35 11.4 11.4 34.3 14.3 28.6 0.0

玖珠町 65 9.2 23.1 24.6 27.7 13.8 1.5

日出町 46 4.3 13.0 15.2 26.1 41.3 0.0

九重町 55 7.3 7.3 16.4 27.3 41.8 0.0

　　全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別

 
 

 

（表Ⅲ-１-２）居住市町村別家族数構成

（数値：％）

標
本
数

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人
以
上

無
回
答

1,953 4.9 22.7 22.2 24.5 23.5 2.3

大分市 358 6.4 21.5 20.1 29.9 19.6 2.5

別府市 205 10.7 19.0 32.2 24.9 12.2 1.0

中津市 30 13.3 20.0 6.7 33.3 26.7 0.0

日田市 162 3.1 18.5 24.1 21.0 32.1 1.2

佐伯市 109 2.8 25.7 25.7 22.0 21.1 2.8

臼杵市 63 4.8 23.8 12.7 20.6 34.9 3.2

津久見市 95 2.1 15.8 23.2 29.5 28.4 1.1

竹田市 70 0.0 22.9 31.4 15.7 28.6 1.4

豊後高田市 95 5.3 22.1 16.8 26.3 28.4 1.1

杵築市 51 0.0 29.4 17.6 29.4 21.6 2.0

宇佐市 94 5.3 25.5 18.1 22.3 25.5 3.2

豊後大野市 62 4.8 37.1 27.4 11.3 16.1 3.2

由布市 101 5.9 19.8 21.8 30.7 19.8 2.0

国東市 74 1.4 28.4 28.4 16.2 21.6 4.1

姫島村 35 2.9 34.3 31.4 25.7 5.7 0.0

玖珠町 65 3.1 24.6 13.8 26.2 32.3 0.0

日出町 46 2.2 26.1 23.9 28.3 15.2 4.3

九重町 55 1.8 12.7 20.0 16.4 47.3 1.8

　　全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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（表Ⅲ-１-３）居住市町村別職業構成

（数値：％）

標
本
数

会
社
員
・

公
務
員
等

パ
ー

ト
・

ア
ル
バ
イ
ト

自
営
業

農
林
水
産
業

無
職

そ
の
他

無
回
答

1,953 38.2 21.0 21.6 0.8 10.5 5.0 2.7

大分市 358 43.3 21.2 14.8 0.3 13.7 5.9 0.8

別府市 205 39.0 26.8 13.2 0.0 13.7 5.9 1.5

中津市 30 40.0 23.3 23.3 0.0 6.7 6.7 0.0

日田市 162 36.4 20.4 24.1 0.0 11.7 3.7 3.7

佐伯市 109 49.5 13.8 16.5 1.8 7.3 5.5 5.5

臼杵市 63 63.5 19.0 9.5 0.0 7.9 0.0 0.0

津久見市 95 52.6 31.6 1.1 0.0 9.5 3.2 2.1

竹田市 70 32.9 15.7 30.0 2.9 7.1 7.1 4.3

豊後高田市 95 27.4 28.4 21.1 1.1 9.5 7.4 5.3

杵築市 51 35.3 23.5 29.4 0.0 5.9 3.9 2.0

宇佐市 94 17.0 24.5 35.1 1.1 11.7 5.3 5.3

豊後大野市 62 27.4 19.4 27.4 3.2 12.9 6.5 3.2

由布市 101 37.6 22.8 15.8 3.0 13.9 5.0 2.0

国東市 74 6.8 8.1 74.3 0.0 4.1 5.4 1.4

姫島村 35 48.6 14.3 14.3 5.7 8.6 0.0 8.6

玖珠町 65 43.1 26.2 9.2 1.5 10.8 6.2 3.1

日出町 46 26.1 28.3 23.9 0.0 17.4 2.2 2.2

九重町 55 25.5 12.7 52.7 1.8 3.6 3.6 0.0

　　全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別

 

（表Ⅲ-１-４）居住市町村別移動手段

（数値：％）

標
本
数

自
家
用
車

原
付
バ
イ
ク
・

自
転
車

バ
ス
・

タ
ク
シ
ー

Ｊ
Ｒ

徒
歩

無
回
答

1,953 85.8 6.0 2.0 0.2 4.1 1.8

大分市 358 86.9 5.3 3.1 0.0 3.1 1.7

別府市 205 76.1 7.8 5.4 0.5 6.3 3.9

中津市 30 96.7 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0

日田市 162 79.0 11.7 1.9 0.6 5.6 1.2

佐伯市 109 92.7 2.8 1.8 0.0 0.9 1.8

臼杵市 63 90.5 6.3 0.0 0.0 3.2 0.0

津久見市 95 93.7 3.2 0.0 2.1 1.1 0.0

竹田市 70 92.9 1.4 2.9 0.0 2.9 0.0

豊後高田市 95 92.6 3.2 0.0 0.0 0.0 4.2

杵築市 51 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

宇佐市 94 85.1 8.5 2.1 0.0 2.1 2.1

豊後大野市 62 87.1 3.2 0.0 0.0 9.7 0.0

由布市 101 91.1 2.0 0.0 0.0 5.0 2.0

国東市 74 89.2 4.1 1.4 0.0 5.4 0.0

姫島村 35 62.9 22.9 0.0 0.0 8.6 5.7

玖珠町 65 87.7 6.2 3.1 0.0 3.1 0.0

日出町 46 89.1 2.2 2.2 0.0 6.5 0.0

九重町 55 92.7 5.5 0.0 0.0 1.8 0.0

　　全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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２ 商品種別の購入場所（問２） 

  

商品別の出向状況を分析するにあたって、主な買物場所について３つまで記入してもらうこと

とし、調査で設定した７商品を、下記に示す４商品群に集約した。 

 

【集約の方法】 

 

① 最寄品 

 最寄品は手近に、頻繁に購入され、１回の購入単価が比較的少額で、かつ早く消費される商品

であり、身近な店舗（地元の店舗）で購入されることの多い商品である。一般的には食料品や日 

用雑貨等に代表される。 

本調査では、「食料品（生鮮食料品•菓子類•飲料•米•ビン伍詰•調味料等）」と「日用雑貨品 

（金物荒物•陶器•台所用品•日用品•医薬•化粧品等）」の２商品を合計したものである。 

  

②買回品 

買回品は、スタイル、デザイン等を重視して商品の選択を行うものであり、消費者が気に入っ

たものが見つかるまで探すことが多い商品である。一般的には婦人服・紳士服等の衣服や装身具

等に代表される。 

本調査では、「日用衣料品（下着•肌着•靴下•ふだん着等）」、「婦人服•こども服•紳士服 

（ふだん着を除く）」、「身回品（靴•かばん•帽子•服飾品等）」の３商品を合計したものである。

  

③専門品 

専門品は、長期間使用し、単価も高額であるため、消費者は購入に際しその特性、性能、品質、

デサイン等を吟味して購入することが多い商品である。一般的には家庭電気製品等の耐久消費財 

に代表される。 

本調査では、「専門品（家電製品•家具•インテリア•貴金属•時計•スポーツレジャー用品等）」で

ある。 

  

④贈答品 

本調査では、「贈答用品（中元•年末用品•記念品等）」である。 
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（１） 最寄品についての購入場所状況 

 

① 最寄品についての購入場所状況をみると、以下のような主な商圏が形成されている。 

  最寄品については、「九重町」「姫島村」を除いては、地元で商圏が完結している場合が多い。 

               

商圏 中心となる市町村 含まれる市町村（中心となる市町村に 10％以上出向している市町村） 

大分商圏 大分市（93.2％） 由布市（22.0％）、豊後大野市（10.9％）、竹田市（10.3％） 

別府商圏 別府市（93.1％）  

中津商圏 中津市（78.6％）  

日田商圏 日田市（88.5％）  

佐伯商圏 佐伯市（91.2％）  

臼杵商圏 臼杵市（77.3％） 津久見市（21.0％） 

津久見商圏 津久見市（64.3％）  

竹田商圏 竹田市（80.1％） 豊後大野市（12.2％） 

豊後高田商圏 豊後高田市（74.1％） 姫島村（12.4％）、国東市（10.4％） 

杵築商圏 杵築市（82.8％）  

宇佐商圏 宇佐市（82.5％） 豊後高田市（17.5％） 

豊後大野商圏 豊後大野市（74.8％）  

由布商圏 由布市（76.7％）  

国東商圏 国東市（67.2％） 姫島村（22.1％） 

玖珠商圏 玖珠町（80.7％） 九重町（57.7％） 

日出商圏 日出町（81.0％）  

※複数の商圏に含まれる市町村もある。 

 

② 前回の地元購入率との比較を見ると、変化が目立つ地域（±10％以上の変化、以下同様）として、姫島

村（64.0％→37.9％ 26.1％減少）、豊後高田市（88.8％→74.1％ 14.6％減少）、日出町（71.0％→81.0％ 

10.0％増加）があげられる。 （図Ⅲ－２－２） 

 

 

③ 最寄品の地元購入率が 50％を下回っているのは、前回１町であったが、今回は２町村となっている。 

（図Ⅲ－２－２）
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（図Ⅲ－２－１）最寄品の出向マップ 
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（表Ⅲ－２－１）居住市町村別にみた流出入市町（最寄品）

地元購入率

由布市 豊後大野市 竹田市 大分市

22.0 10.9 10.3 93.2

別府市

93.1

中津市

78.6

日田市

88.5

佐伯市

91.2

津久見市 臼杵市

21.0 77.3

津久見市 臼杵市

64.3 21.0

豊後大野市 竹田市 大分市

12.2 80.1 10.3

姫島村 国東市 豊後高田市 宇佐市

12.4 10.4 74.1 17.5

杵築市

82.8

豊後高田市 宇佐市

17.5 82.5

豊後大野市 竹田市 大分市

74.8 12.2 10.9

由布市 大分市

76.7 22.0

姫島村 国東市 豊後高田市

22.1 67.2 10.4

姫島村 国東市 豊後高田市

37.9 22.1 12.4

九重町 玖珠町

57.7 80.7

日出町

81.0

九重町 玖珠町

28.8 57.7

流出市町村－10％以上流入市町村－10％以上
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大分市

別府市

中津市

日田市
佐伯市
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（
％
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（図Ⅲ－２－２） 最寄品の地元購入率の推移

平
成
２
５
年
度
（
％
） 
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（表Ⅲ－２－２）商品別の地元購入率

（数値：％）

標本数 地元購入率 標本数 地元購入率

2,229 74.8 2,208 70.3

大分市 371 92.7 360 93.6

別府市 210 95.2 211 91.0

中津市 37 75.7 33 81.8

日田市 175 90.3 173 86.7

佐伯市 114 93.0 112 89.3

臼杵市 74 83.8 80 71.3

津久見市 133 69.9 153 59.5

竹田市 79 81.0 77 79.2

豊後高田市 113 77.0 115 71.3

杵築市 59 83.1 57 82.5

宇佐市 110 82.7 101 82.2

豊後大野市 74 79.7 73 69.9

由布市 118 76.3 109 77.1

国東市 95 71.6 97 62.9

姫島村 71 47.9 74 28.4

玖珠町 69 84.1 71 77.5

日出町 52 84.6 53 77.4

九重町 88 36.4 68 19.1

食料品 日用雑貨品

全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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（
表

Ⅲ
－

２
－

３
）

最
寄

品
の

市
町

別
出

向
状

況
表

標 本 数

大 分 市

別 府 市

中 津 市

日 田 市

佐 伯 市

臼 杵 市

津 久 見 市

竹 田 市

豊 後 高 田 市

杵 築 市

宇 佐 市

豊 後 大 野 市

由 布 市

国 東 市

姫 島 村

玖 珠 町

日 出 町

九 重 町

そ の 他

県 外

4
,4

3
7

2
2
.9

1
0
.6

2
.0

7
.6

5
.2

4
.7

4
.5

3
.4

5
.1

2
.9

5
.3

3
.4

4
.4

4
.0

1
.4

5
.5

2
.4

1
.2

2
.7

0
.7

大
分

市
73

1
9
3
.2

3
.1

－
－

－
0
.4

－
0
.3

－
－

－
－

1
.2

－
－

－
－

－
1
.6

0
.1

別
府

市
42

1
5
.7

9
3
.1

0
.2

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
0
.2

－
0
.7

－

中
津

市
70

1
.4

－
7
8
.6

8
.6

－
－

－
－

－
－

2
.9

－
－

－
－

1
.4

－
－

5
.7

1
.4

日
田

市
34

8
0
.3

－
－

8
8
.5

－
－

－
0
.3

－
－

－
－

－
－

－
2
.0

－
－

5
.5

3
.4

佐
伯

市
22

6
3
.1

－
－

－
9
1
.2

－
0
.9

－
－

－
－

0
.9

－
－

－
－

－
－

4
.0

－

臼
杵

市
15

4
9
.7

－
－

－
0
.6

7
7
.3

－
－

－
－

－
9
.7

－
－

－
－

－
－

2
.6

－

津
久

見
市

28
6

5
.9

－
－

－
5
.6

2
1
.0

6
4
.3

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
3
.1

－

竹
田

市
15

6
1
0
.3

0
.6

－
－

－
－

－
8
0
.1

－
－

－
1
.9

1
.9

－
－

－
－

－
3
.8

1
.3

豊
後

高
田

市
22

8
2
.2

0
.4

1
.8

－
－

－
－

－
7
4
.1

0
.9

1
7
.5

－
－

0
.4

－
－

－
－

2
.2

0
.4

杵
築

市
11

6
2
.6

5
.2

1
.7

－
－

－
－

－
－

8
2
.8

－
－

－
1
.7

－
－

6
.0

－
－

－

宇
佐

市
21

1
2
.4

0
.9

5
.2

－
－

－
－

－
5
.7

－
8
2
.5

－
－

－
－

－
－

－
1
.9

1
.4

豊
後

大
野

市
14

7
1
0
.9

0
.7

－
－

－
－

－
1
2
.2

－
－

－
7
4
.8

－
－

－
－

－
－

0
.7

0
.7

由
布

市
22

7
2
2
.0

0
.4

－
0
.4

－
－

－
－

－
－

－
－

7
6
.7

－
－

－
－

－
0
.4

－

国
東

市
19

2
3
.6

4
.2

1
.0

－
－

－
－

－
1
0
.4

7
.3

2
.1

－
－

6
7
.2

－
－

1
.0

－
3
.1

－

姫
島

村
14

5
2
.1

1
.4

3
.4

－
－

－
－

－
1
2
.4

6
.2

2
.8

－
－

2
2
.1

3
7
.9

0
.7

1
.4

1
.4

6
.2

2
.1

玖
珠

町
14

0
2
.9

1
.4

－
3
.6

－
－

－
－

－
－

－
－

2
.9

－
－

8
0
.7

－
0
.7

5
.7

2
.1

日
出

町
10

5
4
.8

6
.7

－
－

－
－

－
－

－
1
.9

－
－

－
－

－
－

8
1
.0

－
5
.7

－

九
重

町
15

6
4
.5

1
.3

－
3
.8

－
－

－
－

－
－

－
－

1
.3

－
－

5
7
.7

－
2
8
.8

2
.6

－

　
　

全
　

　
体

居 　 住 　 地 　 別
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（２） 買回品についての購入場所状況 

 

① 買回品についての購入場所状況をみると、以下のような主な商圏が形成されている。 

   

商圏 中心となる市町村 含まれる市町村（中心となる市町村に 10％以上出向している市町村） 

大分商圏 大分市（90.7％） 臼杵市（53.8％）、津久見市（51.7％）、竹田市（47.2％）、由布市

（43.9％）、 豊後大野市（39.7％）、佐伯市（38.2％）、玖珠町（29.2％）、

別府市（28.7％）、九重町（25.0％）、姫島村（23.8％）、杵築市

（23.7％）、 国東市（23.2％）、日出町（20.2％）、豊後高田市（20.1％）、

宇佐市（16.5％） 

別府商圏 別府市（66.0％） 日出町（27.1％）、杵築市（25.4％）、国東市（24.9％）、姫島村（15.3％） 

中津商圏 中津市（81.8％） 宇佐市（34.5％）、豊後高田市（24.6％）、姫島村（13.9％） 

日田商圏 日田市（57.9％） 中津市（11.1％） 

由布商圏 由布市（50.0％）  

                  ※複数の商圏に含まれる市町村もある。 

 

② 前回の地元購入率との比較を見ると、変化が目立つ地域として、佐伯市（61.7％→47.0％ 14.7％減少）、

津久見市（22.3％→10.1％ 12.2％減少）、宇佐市（47.5％→35.3％ 12.2％減少）、国東市（31.4％→

18.8％ 12.6％減少）、姫島村（28.3％→7.9％ 20.4％減少）、玖珠町（54.7％→28.1％ 26.6％減少）

日出町（31.9％→43.1％ 11.2％増加）があげられる。（図Ⅲ－２－４） 

 

③ 買回品の地元購入率が 50％を下回っているのは、前回 11市町村であったが、今回は 13市町村となって

いる。（図Ⅲ－２－４） 
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（図Ⅲ－２－３）買回品の出向マップ 
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（表Ⅲ－２－４）居住市町村別にみた流出入市町（買回品）

地元購入率

臼杵市 津久見市 竹田市 由布市 豊後大野市

53.8 51.7 47.2 43.9 39.7

佐伯市 玖珠町 別府市 九重町 姫島村 大分市

38.2 29.2 28.7 25.0 23.8 90.7

杵築市 国東市 日出町 豊後高田市 宇佐市

23.7 23.2 20.2 20.1 16.5

日出町 杵築市 国東市 姫島村 別府市 大分市

27.1 25.4 24.9 15.3 66.0 28.7

宇佐市 豊後高田市 姫島村 中津市 日田市

34.5 24.6 13.9 81.8 11.1

中津市 日田市 県外

11.1 57.9 31.6

津久見市 佐伯市 大分市

12.9 47.0 38.2

津久見市 臼杵市 大分市

15.4 27.7 53.8

津久見市 大分市 臼杵市 佐伯市

10.1 51.7 15.4 12.9

竹田市 大分市

27.4 47.2

豊後高田市 中津市 大分市

38.8 24.6 20.1

国東市 杵築市 別府市 大分市

11.6 38.8 25.4 23.7

宇佐市 中津市 大分市

35.3 34.5 16.5

豊後大野市 大分市

46.2 39.7

由布市 大分市

50.0 43.9

国東市 別府市 大分市 杵築市

18.8 24.9 23.2 11.6

姫島村 大分市 別府市 中津市

7.9 23.8 15.3 13.9

九重町 玖珠町 大分市 県外

39.7 28.1 29.2 10.7

日出町 別府市 大分市

43.1 27.1 20.2

九重町 玖珠町 大分市

5.2 39.7 25.0

流出市町－10％以上流入市町－10％以上
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（図Ⅲ－２－４）買回品の地元購入率の推移
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（表Ⅲ－２－５）商品別の地元購入率

（数値：％）

標本数 地元購入率 標本数 地元購入率 標本数 地元購入率

2,520 50.1 2,490 41.2 2,362 38.9

大分市 366 92.1 366 89.1 360 90.8

別府市 244 70.9 249 64.3 248 62.9

中津市 34 82.4 34 79.4 31 83.9

日田市 202 66.3 208 54.8 188 52.1

佐伯市 141 56.7 144 43.8 126 39.7

臼杵市 89 40.4 84 23.8 76 17.1

津久見市 163 17.8 138 5.1 134 6.0

竹田市 105 38.1 99 22.2 95 21.1

豊後高田市 141 51.1 147 36.7 135 28.1

杵築市 77 51.9 78 37.2 69 26.1

宇佐市 135 45.2 129 31.8 130 28.5

豊後大野市 81 56.8 76 46.1 77 35.1

由布市 117 58.1 119 48.7 110 42.7

国東市 109 27.5 97 13.4 87 13.8

姫島村 69 10.1 66 7.6 67 6.0

玖珠町 91 44.0 96 25.0 94 16.0

日出町 64 54.7 63 39.7 61 34.4

九重町 78 7.7 82 4.9 72 2.8

日用衣料品 婦人服・こども服・紳士服

全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別

身回品
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（３） 専門品についての購入場所状況 

 

① 専門品についての購入場所状況をみると、以下のような主な商圏が形成されている。 

   

商圏 中心となる市町村 含まれる市町村（中心となる市町村に 10％以上出向している市町村） 

大分商圏 大分市（94.2％） 由布市（54.5％）、竹田市（53.4％）、津久見市（49.0％）、臼杵市

（47.7％）、 豊後大野市（36.8％）、佐伯市（25.8％）、杵築市（25.0％）、

別府市（21.6％）、玖珠町（21.4％）、九重町（20.6％）、国東市

（20.4％）、姫島村（18.3％）、日出町（15.8％）、豊後高田市（15.5％）、

宇佐市（11.2％） 

別府商圏 別府市（72.9％） 国東市（23.3％）、日出町（21.1％）、杵築市（18.4％）、姫島村（15.5％） 

中津商圏 中津市（81.3％） 豊後高田市（27.7％）、宇佐市（27.2％） 

日田商圏 日田市（71.6％） 玖珠町（32.1％）、九重町（29.4％）、中津市（12.5％） 

佐伯商圏 佐伯市（62.1％） 津久見市（22.1％） 

宇佐商圏 宇佐市（53.6％） 豊後高田市（17.6％） 

                  ※複数の商圏に含まれる市町村もある。 

 

② 前回の地元購入率との比較を見ると、変化が目立つ地域として、津久見市（26.7％→4.1％ 22.6％減

少）、姫島村（33.3％→15.5％ 17.8％減少）、玖珠町（56.9％→20.2％ 36.7％減少）、日出町（21.4％

→49.1％ 27.7％増加）があげられる。（図Ⅲ－２－６） 

 

③ 専門品の地元購入率が 50％を下回っているのは、前回 11市町村であったが、今回は 12市町村となって

いる。（図Ⅲ－２－６） 
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（図Ⅲ－２－５）専門品の出向マップ 
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（表Ⅲ－２－７）居住市町村別にみた流出入市町（専門品）

地元購入率

由布市 竹田市 津久見市 臼杵市 豊後大野市

54.5 53.4 49.0 47.7 36.8 大分市

佐伯市 杵築市 別府市 玖珠町 九重町

25.8 25.0 21.6 21.4 20.6

国東市 姫島村 日出町 豊後高田市 宇佐市 94.2

20.4 18.3 15.8 15.5 11.2

国東市 日出町 杵築市 姫島村 別府市 大分市

23.3 21.1 18.4 15.5 72.9 21.6

豊後高田市 宇佐市 中津市 日田市

27.7 27.2 81.3 12.5

玖珠町 九重町 中津市 日田市 県外

32.1 29.4 12.5 71.6 20.2

津久見市 佐伯市 大分市

22.1 62.1 25.8

津久見市 臼杵市 大分市

19.3 36.0 47.7

津久見市 大分市 佐伯市 臼杵市

4.1 49.0 22.1 19.3

豊後大野市 竹田市 大分市

10.3 37.5 53.4

豊後高田市 中津市 宇佐市 大分市

31.8 27.7 17.6 15.5

国東市 杵築市 大分市 別府市 日出町

10.7 35.5 25.0 18.4 15.8

豊後高田市 宇佐市 中津市 大分市

17.6 53.6 27.2 11.2

豊後大野市 大分市 竹田市

44.1 36.8 10.3

由布市 大分市

40.6 54.5

国東市 別府市 大分市 杵築市

27.2 23.3 20.4 10.7

姫島村 大分市 別府市

15.5 18.3 15.5

九重町 玖珠町 日田市 大分市 県外

30.9 20.2 32.1 21.4 14.3

杵築市 日出町 別府市 大分市

15.8 49.1 21.1 15.8

九重町 玖珠町 日田市 大分市

2.9 30.9 29.4 20.6

流出市町村－10％以上流入市町村－10％以上
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（４） 贈答品についての購入場所状況 

 

① 贈答品についての購入場所状況をみると、以下のような主な商圏が形成されている。 

 

                      ※複数の商圏に含まれる市町村もある。 

 

② 前回の地元購入率との比較を見ると、変化が目立つ地域として、佐伯市（76.9％→61.2％ 15.8％減

少）、津久見市（40.5％→29.2％ 11.3％減少）、姫島村（45.8％→27.9％ 17.9％減少）、玖珠町（62.5％

→44.6％ 17.9％減少）、日出町（33.9％→48.1％ 14.2％増加）があげられる。（図Ⅲ－２－８） 

 

③ 贈答品の地元購入率が 50％を下回っているのは、前回、今回とも９市町村であった。（図Ⅲ－２－８） 

商圏 中心となる市町村 含まれる市町村（中心となる市町村に 10％以上出向している市町村） 

大分商圏 大分市（94.4％） 由布市（44.7％）、竹田市（44.0％）、津久見市（43.8％）、臼杵市

（42.3％）、 豊後大野市（31.4％）、杵築市（30.2％）、佐伯市（27.3％）

玖珠町（25.3％）、別府市（24.2％）、姫島村（20.6％）、国東市

（18.5％）、日出町（17.3％）、豊後高田市（16.8％）、宇佐市（11.9％） 

別府商圏 別府市（73.3％） 杵築市（31.7％）、日出町（23.1％）、国東市（17.3％） 

中津商圏 中津市（80.0％） 宇佐市（13.8％）、豊後高田市（10.3％） 

日田商圏 日田市（66.5％） 中津市（13.3％） 

佐伯商圏 佐伯市（61.2％） 津久見市（13.1％） 

豊後高田商圏 豊後高田市（51.4％）  

宇佐商圏 宇佐市（59.6％）  

豊後大野商圏 豊後大野市（54.3％）  

由布商圏 由布市（52.4％）  
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（図Ⅲ－２－７）贈答品の出向マップ 
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（表Ⅲ－２－９）居住市町村別にみた流出入市町（贈答品）

地元購入率

由布市 竹田市 津久見市 臼杵市 豊後大野市

44.7 44.0 43.8 42.3 31.4

杵築市 佐伯市 玖珠町 別府市 姫島村 大分市

30.2 27.3 25.3 24.2 20.6 94.4

国東市 日出町 豊後高田市 宇佐市

18.5 17.3 16.8 11.9

杵築市 日出町 国東市 別府市 大分市

31.7 23.1 17.3 73.3 24.2

宇佐市 豊後高田市 中津市 日田市

13.8 10.3 80.0 13.3

中津市 日田市 県外

13.3 66.5 24.5

津久見市 佐伯市 大分市

13.1 61.2 27.3

臼杵市 大分市

39.7 42.3

津久見市 大分市 佐伯市

29.2 43.8 13.1

竹田市 大分市

39.6 44.0

豊後高田市 大分市 中津市

51.4 16.8 10.3

杵築市 別府市 大分市

27.0 31.7 30.2

宇佐市 中津市 大分市

59.6 13.8 11.9

豊後大野市 大分市

54.3 31.4

由布市 大分市

52.4 44.7

国東市 大分市 別府市

45.7 18.5 17.3

姫島村 大分市

27.9 20.6

九重町 玖珠町 大分市

46.9 44.6 25.3

日出町 別府市 大分市

48.1 23.1 17.3

九重町 玖珠町

29.7 46.9

流出市町村－10％以上流入市町村－10％以上
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（図Ⅲ－２－８） 贈答品の地元購入率の推移

 

平
成
２
５
年
度
（
％
） 



- 30 - 
 

 

（
表

Ⅲ
－

２
－

１
０

）
贈

答
品

の
市

町
別

出
向

状
況

表

標 本 数

大 分 市

別 府 市

中 津 市

日 田 市

佐 伯 市

臼 杵 市

津 久 見 市

竹 田 市

豊 後 高 田 市

杵 築 市

宇 佐 市

豊 後 大 野 市

由 布 市

国 東 市

姫 島 村

玖 珠 町

日 出 町

九 重 町

そ の 他

県 外

2,
16

8
37

.8
12

.1
2.

8
5.

2
4.

7
2.

4
1.

9
1.

8
3.

3
1.

1
3.

9
2.

5
2.

9
2.

1
1.

1
3.

6
1.

8
1.

1
4.

5
3.

6

大
分

市
34

2
94

.4
2.

0
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
0.

9
－

－
－

－
－

1.
8

0.
9

別
府

市
23

6
24

.2
73

.3
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
0.

4
－

－
－

－
－

1.
3

0.
8

中
津

市
30

－
－

80
.0

13
.3

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
3.

3
－

－
3.

3
－

日
田

市
15

5
1.

9
－

－
66

.5
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
7.

1
24

.5

佐
伯

市
12

1
27

.3
－

－
－

61
.2

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
9.

9
1.

7

臼
杵

市
78

42
.3

－
－

－
5.

1
39

.7
－

－
－

－
－

5.
1

－
－

－
－

－
－

6.
4

1.
3

津
久

見
市

13
7

43
.8

－
－

－
13

.1
8.

8
29

.2
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

4.
4

0.
7

竹
田

市
91

44
.0

2.
2

－
－

－
－

－
39

.6
－

－
－

3.
3

1.
1

－
－

－
－

－
7.

7
2.

2

豊
後

高
田

市
10

7
16

.8
4.

7
10

.3
－

－
－

－
－

51
.4

－
9.

3
－

－
－

0.
9

－
－

－
4.

7
1.

9

杵
築

市
63

30
.2

31
.7

1.
6

－
－

－
－

－
－

27
.0

－
－

－
－

－
－

9.
5

－
－

－

宇
佐

市
10

9
11

.9
2.

8
13

.8
－

－
－

－
－

2.
8

－
59

.6
－

－
0.

9
0.

9
－

－
－

1.
8

5.
5

豊
後

大
野

市
70

31
.4

2.
9

－
－

1.
4

1.
4

－
4.

3
－

－
－

54
.3

－
－

－
－

－
－

4.
3

－

由
布

市
10

3
44

.7
1.

9
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
52

.4
－

－
－

－
－

1.
0

－

国
東

市
81

18
.5

17
.3

3.
7

－
－

－
－

－
8.

6
1.

2
－

－
－

45
.7

－
－

2.
5

－
1.

2
1.

2

姫
島

村
68

20
.6

5.
9

1.
5

－
－

－
－

－
8.

8
2.

9
8.

8
－

－
4.

4
27

.9
1.

5
－

2.
9

11
.8

2.
9

玖
珠

町
83

25
.3

2.
4

2.
4

3.
6

－
－

－
－

－
－

－
－

1.
2

－
－

44
.6

2.
4

1.
2

8.
4

8.
4

日
出

町
52

17
.3

23
.1

－
－

－
－

－
－

－
1.

9
－

－
－

－
－

－
48

.1
－

7.
7

1.
9

九
重

町
64

9.
4

3.
1

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1.
6

－
－

46
.9

－
29

.7
6.

3
3.

1

　
　

全
　

　
体

居 　 住 　 地 　 別

 



- 31 - 
 

 

３ 商品購入時に重視する点（問３） 

 

（１） 食料品等 

 

生鮮食品・加工食品・調味料・飲料等の食料品を購入するとき、どのような点を重視して店

を選ぶかについては、「商品の種類や量が豊富」が 47.2％と最も高く、次いで「値段が安い」が

45.3％、「近くにある」が 43.5％、「品質が良い」が 43.3％、「安全で安心できる商品がそろって

いる」が 28.0％の順に高くなっている。他の商品カテゴリーに比べ、安全面や最寄り性が上位に

挙がる。 

次に年齢別にみると、40歳代以下では「値段が安い」が５割強と最も高いのに対し、60歳以上

では同 27.2％と低い。また、50歳代では「品質が良い」が 49.4％で最多項目になる。 

その他、20歳代では「近くにある」が 54.1％で、他の年代より 10％以上高い。 

（表Ⅲ－３－１）食料品など購入時に重視する点（複数回答）
（数値：％）

標
本

数

商
品

の
種

類
や

量
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豊
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値
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が
安

い

近
く

に
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場
が

あ
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交
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の
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良
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ス
タ

ン
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カ
ー

ド
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ポ
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ン

ト
カ
ー

ド

の
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営
業

時
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が
長
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店
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で
あ
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特
徴
（

こ

だ
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り
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の
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商
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長
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ク
レ

ジ
ッ

ト
カ
ー
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や
電

子

マ
ネ
ー

が

利
用

で
き

る

店
の

雰
囲

気
が

洗
練

さ
れ

て

い
る

無
回

答

1,953 47.2 45.3 43.5 43.3 28.0 24.6 11.1 9.4 8.8 6.0 3.6 3.0 2.3 1.9 0.7 1.0

２０歳代 170 42.4 54.1 54.1 35.3 25.9 24.1 12.4 5.3 13.5 8.2 2.4 2.4 1.2 1.2 1.2 0.0

３０歳代 376 51.6 54.5 41.5 42.6 24.7 24.5 11.7 8.0 8.5 5.9 3.7 2.4 1.9 3.5 0.8 0.5

４０歳代 464 45.3 55.2 43.3 44.4 29.5 24.6 10.1 7.5 8.2 5.8 2.6 1.7 1.3 2.4 0.2 0.6

５０歳代 405 45.9 45.4 42.0 49.4 29.1 27.2 11.4 8.9 10.4 4.4 4.0 2.2 2.7 1.2 1.2 0.5

６０歳以上 529 48.2 27.2 42.9 41.2 28.7 22.9 10.8 13.6 6.8 7.0 4.5 5.1 3.4 1.1 0.2 2.3

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年
齢

別

47.2 
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43.3 

28.0 

24.6 
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8.8 

6.0 

3.6 

3.0 

2.3 

1.9 

0.7 

1.0 
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商品の種類や量が豊富

値段が安い

近くにある

品質が良い

安全で安心できる商品がそろっている

駐車場がある

交通の便が良い

スタンプカードやポイントカードの特典がある

営業時間が長い

店が清潔である

特徴（こだわり）のある商品がある

なじみの店員がいる

店主・店長や店員の対応が良い

クレジットカードや電子マネーが利用できる

店の雰囲気が洗練されている

無回答

（図Ⅲ－３－１） 食料品など購入時に重視する点 （複数回答）

全体（N=1,953）
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職業別では、パート・アルバイトで「値段が安い」が 56.4％と他に比べて高くなっている。 

居住市町村別には、市レベルでは津久見市の「値段が安い」が６割を越え高い。また、町村レ

ベルでは標本数が少ないものの姫島村で「商品の種類や量が豊富」、「値段が安い」、「近くにある」

の３項目が６割を越え、他より多くあげられている。 

   （農林水産業は、標本数が少ないため割愛） 

 

（表Ⅲ－３－１）食料品など購入時に重視する点（複数回答）　～続き～
（数値：％）

標

本

数

商

品

の

種

類

や

量

が

豊

富

値

段

が

安

い

近

く

に

あ

る

品

質

が

良

い

安

全

安

心

の

商

品

が

そ

ろ
っ

て

い

る

駐

車

場

が

あ

る

交

通

の

便

が

良

い

ス

タ

ン

プ

カ
ー

ド

や

ポ

イ

ン

ト

カ
ー

ド

の

特

典

が

あ

る

営

業

時

間

が

長

い

店

が

清

潔

で

あ

る

特

徴
（

こ

だ

わ

り
）

の

あ

る

商

品

が

あ

る

な

じ

み

の

店

員

が

い

る

店

主

・

店

長

や

店

員

の

対

応

が

良

い

ク

レ

ジ
ッ

ト

カ
ー

ド

や

電

子

マ

ネ
ー

が

利

用

で

き

る

店

の

雰

囲

気

が

洗

練

さ

れ

て

い

る

無

回

答

1,953 47.2 45.3 43.5 43.3 28.0 24.6 11.1 9.4 8.8 6.0 3.6 3.0 2.3 1.9 0.7 1.0

会社員等 747 45.1 48.2 45.5 41.8 27.6 26.2 13.1 7.0 12.0 5.6 2.9 2.3 1.5 2.5 0.4 0.7

パート・アルバイト 411 50.9 56.4 43.1 47.2 26.5 25.1 8.8 9.7 6.8 5.4 3.2 1.5 1.5 1.5 1.0 0.2

自営業 422 45.3 32.7 41.7 42.7 29.1 22.3 10.9 12.6 7.3 6.6 5.2 3.6 3.3 1.7 0.7 1.9

農林水産業 16 56.3 37.5 43.8 31.3 37.5 12.5 6.3 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無職 206 48.5 41.7 45.1 42.7 27.7 22.8 10.2 11.2 1.9 8.3 4.4 6.8 3.4 1.5 1.0 1.0

その他 98 55.1 45.9 36.7 45.9 26.5 25.5 9.2 10.2 14.3 6.1 3.1 5.1 4.1 2.0 0.0 0.0

大分市 358 45.0 44.4 47.2 47.2 30.7 30.2 10.9 5.3 8.4 6.7 3.9 1.4 0.8 2.8 0.6 0.3

別府市 205 47.3 48.8 29.3 51.2 25.4 31.7 15.1 9.3 8.8 6.8 3.9 2.4 1.5 1.5 2.0 1.0

中津市 30 50.0 30.0 30.0 56.7 30.0 23.3 6.7 16.7 13.3 3.3 10.0 0.0 3.3 3.3 0.0 0.0

日田市 162 46.9 46.9 38.3 42.6 30.2 21.0 10.5 8.0 9.3 3.1 4.9 6.2 1.9 1.9 0.6 1.2

佐伯市 109 56.0 44.0 49.5 35.8 30.3 30.3 14.7 1.8 6.4 4.6 2.8 1.8 0.9 0.0 1.8 0.9

臼杵市 63 44.4 47.6 52.4 46.0 20.6 27.0 11.1 6.3 6.3 3.2 3.2 4.8 3.2 1.6 0.0 0.0

津久見市 95 46.3 64.2 44.2 41.1 26.3 26.3 12.6 7.4 10.5 3.2 2.1 3.2 0.0 2.1 0.0 0.0

竹田市 70 55.7 52.9 37.1 40.0 27.1 25.7 10.0 4.3 10.0 15.7 1.4 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0

豊後高田市 95 48.4 48.4 41.1 35.8 21.1 21.1 9.5 6.3 9.5 5.3 5.3 2.1 6.3 1.1 0.0 1.1

杵築市 51 35.3 43.1 47.1 43.1 47.1 19.6 7.8 7.8 7.8 7.8 2.0 2.0 9.8 2.0 0.0 2.0

宇佐市 94 41.5 39.4 40.4 50.0 27.7 19.1 8.5 20.2 4.3 8.5 4.3 3.2 1.1 1.1 1.1 1.1

豊後大野市 62 46.8 48.4 38.7 45.2 30.6 16.1 14.5 22.6 11.3 4.8 1.6 3.2 6.5 0.0 0.0 0.0

由布市 101 57.4 37.6 52.5 28.7 12.9 30.7 12.9 5.0 8.9 4.0 0.0 4.0 1.0 3.0 0.0 4.0

国東市 74 55.4 33.8 44.6 40.5 23.0 21.6 9.5 13.5 5.4 4.1 4.1 6.8 5.4 2.7 0.0 2.7

姫島村 35 68.6 62.9 65.7 31.4 20.0 5.7 11.4 17.1 0.0 2.9 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0

玖珠町 65 44.6 38.5 52.3 47.7 21.5 12.3 7.7 23.1 12.3 10.8 3.1 1.5 1.5 3.1 0.0 0.0

日出町 46 43.5 34.8 45.7 52.2 39.1 17.4 8.7 0.0 8.7 8.7 2.2 2.2 4.3 2.2 2.2 0.0

九重町 55 41.8 49.1 32.7 40.0 25.5 10.9 7.3 12.7 20.0 5.5 1.8 1.8 3.6 1.8 1.8 3.6

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

職
　
業
　
別

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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（２） 衣料品・身辺雑貨 

 

下着・普段着・アクセサリー等の衣料品・身辺雑貨を購入するとき、どのような点を重視

して店を選ぶかについては、「商品の種類や量が豊富」が 61.1％と最も高く、次いで「品質が

良い」が 43.9％、「値段が安い」が 38.4％、「駐車場がある」が 24.7％の順に高くなっている。

「商品の種類や量が豊富」と２番手以下では大きな差があり、品揃えを重視している様子がう

かがえる。 

次に年齢別にみると、いずれの年代も「商品の種類や量が豊富」が最も高いが、60 歳以上

では 51.8％と他の年代に比べて低い。「値段が安い」が 30歳代（44.7％）、40歳代（45.9％）

で高い傾向を示す。20歳代では、「特徴のある商品がある」（24.7％）が他の年代よりも高い。 

（表Ⅲ－３－２）衣料品・身辺雑貨購入時に重視する点（複数回答）
（数値：％）

標

本

数

商

品

の

種

類

や

量

が

豊

富

品

質

が

良

い

値

段

が

安

い

駐

車

場

が

あ

る

近

く

に

あ

る

特

徴
（

こ

だ

わ

り
）

の

あ

る

商

品

が

あ

る

安

全

で

安

心

で

き

る

商

品

が

そ

ろ
っ

て

い

る

交

通

の

便

が

良

い

な

じ

み

の

店

員

が

い

る

ス

タ

ン

プ

カ
ー

ド

や

ポ

イ

ン

ト

カ
ー

ド

の

特

典

が

あ

る

店

主

・

店

長

や

店

員

の

対

応

が

良

い

営

業

時

間

が

長

い

店

の

雰

囲

気

が

洗

練

さ

れ

て

い

る

店

が

清

潔

で

あ

る

ク

レ

ジ
ッ

ト

カ
ー

ド

や

電

子

マ

ネ
ー

が

利

用

で

き

る

無

回

答

1,953 61.1 43.9 38.4 24.7 16.1 15.4 9.9 9.4 6.9 6.6 5.8 5.8 5.4 4.5 4.5 2.7

２０歳代 170 65.3 44.7 38.2 23.5 10.6 24.7 4.7 11.8 7.6 4.7 7.6 5.9 6.5 5.3 4.1 0.0

３０歳代 376 67.0 45.2 44.7 25.0 12.8 17.8 6.9 9.0 5.3 4.3 4.3 5.9 6.1 5.6 5.6 0.5

４０歳代 464 62.5 46.6 45.9 28.7 13.8 12.1 8.2 8.6 3.7 8.2 4.3 7.5 6.0 5.4 5.2 1.5

５０歳代 405 64.7 42.7 37.3 28.1 15.8 17.0 9.6 8.6 8.6 8.1 6.2 6.9 4.2 4.0 4.9 1.5

６０歳以上 529 51.8 41.2 28.4 18.9 22.3 12.3 15.3 10.0 9.3 6.4 7.4 3.4 5.1 3.0 2.8 7.0

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年

齢

別

61.1 

43.9 

38.4 

24.7 

16.1 

15.4 

9.9 

9.4 

6.9 

6.6 

5.8 

5.8 

5.4 

4.5 

4.5 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

商品の種類や量が豊富

品質が良い

値段が安い

駐車場がある

近くにある

特徴（こだわり）のある商品がある

安全で安心できる商品がそろっている

交通の便が良い

なじみの店員がいる

スタンプカードやポイントカードの特典がある

店主・店長や店員の対応が良い

営業時間が長い

店の雰囲気が洗練されている

店が清潔である

クレジットカードや電子マネーが利用できる

無回答

（図Ⅲ－３－２）衣料品・身辺雑貨購入時に重視する点 （複数回答）

全体（N=1,953）
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職業別では、パート・アルバイトでは「値段が安い」が 47.7％で、他の職業より高くなって

いる。 

居住市町村別には、津久見市と姫島村で「商品の種類や量が豊富」が８割程度と他市町村に比

べて突出して高くなっている。 

  （農林水産業は、標本数が少ないため割愛） 

 

（表Ⅲ－３－２）衣料品・身辺雑貨購入時に重視する点（複数回答）　～続き～
（数値：％）

標
本

数

商

品
の

種
類

や

量
が

豊
富

品

質
が

良
い

値

段
が

安
い

駐

車
場

が
あ

る

近

く
に

あ
る

特

徴
（

こ
だ

わ

り
）

の
あ

る

商

品
が

あ
る

安

全
安

心
の

商

品
が

そ
ろ
っ

て

い
る

交

通
の

便
が

良

い

な

じ
み

の
店

員

が
い

る

ス

タ
ン

プ
カ
ー

ド
や

ポ
イ

ン

ト

カ
ー

ド
の

特

典
が

あ
る

店

主
・

店
長

や

店
員

の
対

応

が

良
い

営

業
時

間
が

長

い

店

の
雰

囲
気

が

洗
練

さ
れ

て

い

る

店

が
清

潔
で

あ

る

ク

レ
ジ
ッ

ト

カ
ー

ド

や
電

子

マ

ネ
ー

が
利

用

で
き

る

無

回
答

1,953 61.1 43.9 38.4 24.7 16.1 15.4 9.9 9.4 6.9 6.6 5.8 5.8 5.4 4.5 4.5 2.7

会社員等 747 65.1 47.4 37.5 25.3 13.5 16.9 9.5 9.8 6.6 6.4 4.4 5.9 5.4 4.1 6.0 1.2

パート・アルバイト 411 63.5 41.4 47.7 29.4 15.3 12.7 7.1 11.4 3.4 8.8 5.1 6.6 5.6 6.6 4.4 1.5

自営業 422 50.9 42.7 29.6 18.2 18.7 14.9 11.6 9.5 10.7 6.2 7.6 6.6 6.9 2.8 3.1 5.7

農林水産業 16 81.3 50.0 37.5 18.8 18.8 6.3 18.8 0.0 0.0 6.3 6.3 6.3 12.5 0.0 0.0 0.0

無職 206 65.5 36.4 40.3 27.7 23.3 18.9 10.7 7.8 6.8 5.3 6.3 1.9 2.9 4.4 1.5 2.4

その他 98 61.2 54.1 40.8 23.5 12.2 14.3 11.2 6.1 7.1 5.1 8.2 8.2 2.0 7.1 5.1 4.1

大分市 358 62.3 49.4 34.9 32.7 16.5 15.4 12.3 11.5 8.4 7.5 3.4 4.5 5.3 5.9 5.3 0.6

別府市 205 57.6 42.9 35.1 32.2 11.7 17.1 11.7 11.2 5.9 11.2 10.7 5.4 4.9 6.3 2.9 2.0

中津市 30 36.7 40.0 46.7 16.7 16.7 13.3 16.7 3.3 16.7 13.3 6.7 3.3 10.0 3.3 6.7 0.0

日田市 162 57.4 42.0 34.6 17.9 13.0 14.8 6.8 5.6 15.4 6.2 6.8 6.2 4.3 2.5 4.9 5.6

佐伯市 109 61.5 46.8 36.7 24.8 17.4 22.9 6.4 3.7 4.6 1.8 8.3 5.5 8.3 6.4 3.7 0.9

臼杵市 63 66.7 39.7 50.8 30.2 7.9 22.2 9.5 4.8 3.2 3.2 1.6 7.9 1.6 6.3 11.1 3.2

津久見市 95 76.8 48.4 44.2 31.6 7.4 11.6 6.3 15.8 5.3 6.3 4.2 5.3 1.1 4.2 3.2 0.0

竹田市 70 62.9 37.1 48.6 24.3 14.3 14.3 12.9 10.0 0.0 5.7 5.7 4.3 8.6 4.3 4.3 0.0

豊後高田市 95 66.3 42.1 48.4 17.9 20.0 14.7 8.4 9.5 8.4 3.2 4.2 6.3 6.3 4.2 4.2 0.0

杵築市 51 58.8 39.2 47.1 23.5 23.5 7.8 3.9 7.8 9.8 7.8 7.8 3.9 3.9 3.9 2.0 2.0

宇佐市 94 57.4 53.2 28.7 13.8 18.1 12.8 9.6 6.4 4.3 8.5 10.6 3.2 18.1 6.4 3.2 2.1

豊後大野市 62 62.9 58.1 51.6 17.7 16.1 14.5 11.3 11.3 3.2 6.5 6.5 11.3 1.6 0.0 0.0 4.8

由布市 101 59.4 30.7 26.7 30.7 26.7 9.9 6.9 9.9 3.0 5.0 2.0 7.9 0.0 4.0 4.0 5.9

国東市 74 64.9 32.4 32.4 23.0 16.2 16.2 9.5 14.9 8.1 5.4 2.7 6.8 4.1 1.4 6.8 5.4

姫島村 35 82.9 42.9 51.4 14.3 14.3 17.1 17.1 11.4 0.0 2.9 0.0 2.9 0.0 2.9 2.9 2.9

玖珠町 65 61.5 38.5 36.9 16.9 10.8 26.2 7.7 13.8 4.6 6.2 3.1 6.2 4.6 3.1 4.6 3.1

日出町 46 56.5 47.8 32.6 19.6 23.9 19.6 2.2 6.5 15.2 6.5 8.7 6.5 6.5 6.5 10.9 0.0

九重町 55 58.2 41.8 50.9 9.1 16.4 9.1 3.6 5.5 1.8 9.1 7.3 7.3 12.7 1.8 1.8 9.1

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

職
　
業
　
別

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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（３） 文化品 

 

電化製品・家具・書籍・文具等文化品を購入するとき、どのような点を重視して店を選ぶ

かについては、「商品の種類や量が豊富」が 61.3％と最も高く、次いで「値段が安い」が 41.6％、

「品質が良い」が 32.9％、「駐車場がある」が 25.3％、「近くにある」が 19.2％の順に高くな

っている。他の商品群に比べると、品質への重視度が低い。 

次に年齢別にみると、いずれの年代も「商品の種類や量が豊富」が最も高いが、60 歳以上

では 52.6％と他の年代に比べて低い。その他に 30歳代（50.0％）、40歳代（46.8％）では「値

段が安い」といった価格面、50歳代で「駐車場がある」(31.1％)、60 歳以上で「近くにある」

(25.0％)といった買い物への行き易さが高い特徴を示す。 

（表Ⅲ－３－３）文化品購入時に重視する点（複数回答）
（数値：％）

標
本

数

商
品

の
種

類
や

量
が

豊
富

値
段

が
安

い

品
質

が
良

い

駐
車

場
が

あ
る

近
く

に
あ

る

安
全

で
安

心
で

き
る

商
品

が

そ
ろ
っ

て

い
る

店
主

・
店

長
や

店
員

の
対

応

が
良

い

ス
タ

ン
プ

カ
ー

ド
や

ポ
イ

ン

ト
カ
ー

ド

の
特

典
が

あ
る

交
通

の
便

が
良

い

特
徴
（

こ

だ
わ

り
）

の
あ

る

商
品

が
あ

る

な
じ

み
の

店
員

が
い

る

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ
ー

ド

や
電

子

マ
ネ
ー

が

利
用

で
き

る

営
業

時
間

が
長

い

店
が

清
潔

で
あ

る

店
の

雰
囲

気
が

洗
練

さ
れ

て

い
る

無
回

答

1,953 61.3 41.6 32.9 25.3 19.2 16.7 10.7 9.3 8.6 6.8 6.3 5.9 4.9 2.4 2.2 3.7

２０歳代 170 66.5 45.9 37.1 23.5 21.2 15.9 9.4 6.5 5.9 13.5 4.1 4.1 5.9 3.5 1.2 0.0

３０歳代 376 66.8 50.0 35.4 24.5 18.4 13.0 8.8 11.4 7.2 6.6 4.8 5.6 6.9 2.9 2.1 0.8

４０歳代 464 62.7 46.8 34.5 28.9 15.5 14.0 9.5 11.0 8.6 6.7 2.6 8.2 5.4 3.2 2.6 2.6

５０歳代 405 63.7 40.5 33.8 31.1 15.8 19.5 10.6 9.9 9.4 5.2 7.7 6.2 4.2 1.7 2.2 3.2

６０歳以上 529 52.6 29.9 27.8 18.7 25.0 19.7 13.6 6.8 9.6 6.2 10.2 4.5 3.2 1.3 2.3 8.3

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年
齢

別

61.3 

41.6 

32.9 

25.3 

19.2 

16.7 

10.7 

9.3 

8.6 

6.8 

6.3 

5.9 

4.9 

2.4 

2.2 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

商品の種類や量が豊富

値段が安い

品質が良い

駐車場がある

近くにある

安全で安心できる商品がそろっている

店主・店長や店員の対応が良い

スタンプカードやポイントカードの特典がある

交通の便が良い

特徴（こだわり）のある商品がある

なじみの店員がいる

クレジットカードや電子マネーが利用できる

営業時間が長い

店が清潔である

店の雰囲気が洗練されている

無回答

（図Ⅲ－３－３）文化品購入時に重視する点 （複数回答）

全体（N=1,953）
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職業別では、パート・アルバイトでは「値段が安い」が 47.7％で全体より高くなっている。 

また、高齢層の多い無職では「近くにある」がやや高くなっている。 

居住市町村別には、津久見市、竹田市、姫島村、玖珠町で「商品の種類や量が豊富」が７割以

上と他と比べて高くなっている。 

   （農林水産業は、標本数が少ないため割愛） 

 

（表Ⅲ－３－３）文化品購入時に重視する点（複数回答）　～続き～
（数値：％）

標
本

数

商

品
の

種
類

や

量
が

豊
富

値

段
が

安
い

品

質
が

良
い

駐

車
場

が
あ

る

近

く
に

あ
る

安

全
安

心
の

商

品
が

そ
ろ
っ

て

い
る

店

主
・

店
長

や

店
員

の
対

応

が

良
い

ス

タ
ン

プ
カ
ー

ド
や

ポ
イ

ン

ト

カ
ー

ド
の

特

典
が

あ
る

交

通
の

便
が

良

い

特

徴
（

こ
だ

わ

り
）

の
あ

る

商

品
が

あ
る

な

じ
み

の
店

員

が
い

る

ク

レ
ジ
ッ

ト

カ
ー

ド

や
電

子

マ

ネ
ー

が
利

用

で
き

る

営

業
時

間
が

長

い

店

が
清

潔
で

あ

る

店

の
雰

囲
気

が

洗
練

さ
れ

て

い

る

無

回
答

1,953 61.3 41.6 32.9 25.3 19.2 16.7 10.7 9.3 8.6 6.8 6.3 5.9 4.9 2.4 2.2 3.7

会社員等 747 66.0 43.9 36.7 26.4 17.0 15.8 9.1 8.7 8.2 8.0 4.3 8.8 5.6 2.1 1.7 1.7

パート・アルバイト 411 60.1 47.7 29.4 29.9 17.8 14.6 10.5 13.4 10.7 3.6 4.9 4.1 4.9 3.6 2.9 3.2

自営業 422 55.0 34.8 29.4 20.6 18.7 18.5 13.3 5.5 9.2 7.3 9.2 4.3 5.2 0.7 2.8 7.8

農林水産業 16 75.0 43.8 18.8 12.5 25.0 12.5 6.3 6.3 0.0 12.5 6.3 0.0 12.5 0.0 6.3 0.0

無職 206 58.3 37.4 32.5 21.4 32.0 18.4 11.7 11.2 7.8 7.3 11.7 2.9 1.0 3.4 1.5 1.9

その他 98 68.4 37.8 36.7 28.6 14.3 18.4 12.2 13.3 4.1 9.2 5.1 7.1 7.1 3.1 1.0 3.1

大分市 358 63.1 38.8 36.6 34.6 18.4 17.6 8.9 12.6 7.5 9.2 4.2 5.6 5.9 2.8 2.0 1.4

別府市 205 48.8 41.5 35.6 31.2 16.1 17.1 10.7 10.7 10.2 10.2 5.9 6.8 4.4 5.4 2.9 2.9

中津市 30 40.0 43.3 16.7 20.0 30.0 26.7 10.0 20.0 3.3 10.0 3.3 13.3 3.3 3.3 3.3 0.0

日田市 162 59.9 48.8 23.5 21.6 20.4 10.5 11.7 6.2 6.8 4.9 13.0 8.0 3.7 1.2 1.2 7.4

佐伯市 109 62.4 42.2 34.9 29.4 22.0 17.4 11.9 0.9 7.3 8.3 8.3 9.2 3.7 0.0 0.9 2.8

臼杵市 63 66.7 49.2 33.3 33.3 12.7 15.9 4.8 7.9 14.3 4.8 4.8 11.1 4.8 0.0 0.0 3.2

津久見市 95 73.7 38.9 46.3 25.3 6.3 14.7 6.3 10.5 16.8 3.2 4.2 8.4 9.5 1.1 2.1 1.1

竹田市 70 70.0 41.4 28.6 21.4 20.0 10.0 20.0 5.7 10.0 8.6 2.9 7.1 4.3 1.4 0.0 0.0

豊後高田市 95 60.0 54.7 41.1 14.7 15.8 18.9 9.5 11.6 4.2 9.5 9.5 3.2 4.2 2.1 1.1 0.0

杵築市 51 62.7 49.0 23.5 27.5 19.6 19.6 7.8 11.8 5.9 0.0 11.8 3.9 2.0 0.0 2.0 3.9

宇佐市 94 58.5 42.6 27.7 9.6 35.1 16.0 18.1 9.6 8.5 5.3 9.6 4.3 3.2 4.3 4.3 3.2

豊後大野市 62 64.5 41.9 32.3 21.0 22.6 12.9 11.3 6.5 9.7 9.7 6.5 3.2 12.9 3.2 1.6 3.2

由布市 101 59.4 32.7 30.7 27.7 25.7 13.9 6.9 4.0 9.9 2.0 8.9 3.0 3.0 1.0 0.0 6.9

国東市 74 62.2 35.1 32.4 20.3 17.6 21.6 6.8 4.1 14.9 8.1 4.1 6.8 4.1 1.4 2.7 5.4

姫島村 35 82.9 37.1 45.7 14.3 25.7 20.0 2.9 5.7 11.4 11.4 5.7 5.7 0.0 0.0 0.0 0.0

玖珠町 65 72.3 47.7 27.7 20.0 6.2 18.5 6.2 15.4 6.2 6.2 0.0 4.6 4.6 1.5 4.6 7.7

日出町 46 56.5 39.1 32.6 28.3 28.3 15.2 19.6 2.2 6.5 4.3 8.7 0.0 0.0 0.0 8.7 2.2

九重町 55 58.2 34.5 30.9 14.5 18.2 16.4 16.4 7.3 3.6 7.3 1.8 3.6 3.6 10.9 9.1

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

職
　
業
　
別

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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４ 商品購入時の情報源（問４） 

 

（１） 食料品等 

  

食料品等を購入するとき、どこから情報を得ているかについては、「直接店に行って」が

74.1％と最も高く、次いで「新聞折込チラシ」」が 65.4％と高い。その他情報源については、

いずれも 10％未満と低い結果である。衣料・身辺雑貨や文化品に比べて、「新聞折込チラシ」

からの情報収集が高い。 

次に年齢別にみると、いずれの年代も「直接店に行って」が最も高い。特徴としては、40

歳代で「新聞折込チラシ」（71.8％）、20歳代で「テレビ・ラジオ広告」（15.9％）が他の年代

に比べて高い。 

 

（表Ⅲ－４－１）食料品等購入時の情報源（複数回答）
（数値：％）

標

本

数

直

接

店

に

行
っ

て

新

聞

折

込

チ

ラ

シ

テ

レ

ビ

・

ラ

ジ

オ

広

告

友

人

・

知

人

等

新

聞

紙

面

広

告

店

の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

雑

　

誌

ダ

イ

レ

ク

ト

メ
ー

ル

ツ

イ
ッ

タ
ー

・

フ
ェ

イ

ス

ブ
ッ

ク

な

ど

Ｓ

Ｎ

Ｓ

そ

の

他

無

回

答

1,953 74.1 65.4 9.1 7.6 5.0 1.8 1.4 1.2 0.2 5.0 0.9

２０歳代 170 69.4 54.1 15.9 11.8 2.9 1.8 0.6 3.5 1.2 3.5 1.2

３０歳代 376 74.7 64.9 10.4 9.8 1.9 3.7 2.7 0.5 0.5 3.7 0.5

４０歳代 464 73.9 71.8 9.1 6.0 5.4 2.2 1.3 0.2 0.0 4.5 0.4

５０歳代 405 74.6 69.1 10.1 6.7 5.7 0.7 1.5 1.5 0.0 5.4 0.5

６０歳以上 529 75.0 60.9 5.1 6.8 6.8 1.1 0.8 1.5 0.0 6.4 1.7

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年

齢

別

74.1 

65.4 

9.1 

7.6 

5.0 

1.8 

1.4 

1.2 

0.2 

5.0 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

直接店に行って

新聞折込チラシ

テレビ・ラジオ広告

友人・知人等

新聞紙面広告

店のホームページ

雑 誌

ダイレクトメール

ツイッター・フェイスブックなど

ＳＮＳ

その他

無回答

（図Ⅲ－４－１） 食料品等購入時の情報源（複数回答）

全体（N=1,953）
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職業別にみると、購入時に重視する点で「値段が安い」をやや多くあげていたパート・アル

バイトでは、「新聞折込チラシ」が７割を越え、情報源としての活用度がやや高い。 

    （農林水産業は、標本数が少ないため割愛） 

 

（表Ⅲ－４－１）食料品等購入時の情報源（複数回答）　～続き～
（数値：％）

標

本
数

直
接

店
に
行
っ

て

新
聞

折
込
チ

ラ
シ

テ
レ

ビ
・
ラ

ジ
オ
広
告

友
人

・
知
人

等

新
聞

紙
面
広

告

店
の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

雑
　

誌

ダ
イ

レ
ク
ト

メ
ー

ル

ツ
イ
ッ

タ
ー

・
フ
ェ

イ

ス
ブ
ッ

ク
等

Ｓ
Ｎ
Ｓ

そ
の

他

無
回

答

1,953 74.1 65.4 9.1 7.6 5.0 1.8 1.4 1.2 0.2 5.0 0.9

会社員等 747 72.6 63.3 10.4 7.4 4.3 2.4 1.3 1.3 0.4 5.4 0.9

パート・アルバイト 411 75.2 72.7 9.5 7.3 6.3 2.2 1.0 0.2 0.2 3.2 0.2

自営業 422 73.0 63.3 7.3 7.3 4.7 1.4 2.1 1.9 0.0 5.9 1.4

農林水産業 16 56.3 56.3 18.8 6.3 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無職 206 78.6 66.5 5.8 7.8 5.8 0.5 1.0 1.0 0.0 5.3 0.0

その他 98 80.6 62.2 9.2 13.3 3.1 1.0 1.0 1.0 0.0 8.2 0.0

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

職
　
業
　
別
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（２）衣料品・身辺雑貨 

 

衣料品・身辺雑貨を購入するとき、どこから情報を得ているかについては、「直接店に行

って」が 69.7％と最も高く、次いで「新聞折込チラシ」で 38.0％の順となる。その他の情

報源については、いずれも 10％前後と低い。 

次に年齢別にみると、いずれの年代も「直接店に行って」が最も高い。特徴としては、40

歳代、50歳代で「新聞折込チラシ」が４割強と高い。20歳代では、「雑誌」、「店のホームペ

ージ」が他の年代に比べて高く、情報収集に主体性がうかがえる。 

 

（表Ⅲ－４－２）衣料品・身辺雑貨購入時の情報源（複数回答）
（数値：％）

標

本

数

直

接

店

に

行
っ

て

新

聞

折

込

チ

ラ

シ

雑

　

誌

店

の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

ダ

イ

レ

ク

ト

メ
ー

ル

友

人

・

知

人

等

テ

レ

ビ

・

ラ

ジ

オ

広

告

新

聞

紙

面

広

告

ツ

イ
ッ

タ
ー

・

フ
ェ

イ

ス

ブ
ッ

ク

な

ど

Ｓ

Ｎ

Ｓ

そ

の

他

無

回

答

1,953 69.7 38.0 11.8 11.1 9.0 9.0 8.8 4.3 1.0 5.0 1.9

２０歳代 170 59.4 14.1 33.5 25.9 10.0 8.2 15.9 1.2 5.3 2.4 0.6

３０歳代 376 69.1 33.5 15.2 19.1 10.9 9.0 9.0 1.6 0.8 3.2 1.1

４０歳代 464 67.7 44.8 11.6 12.9 8.6 8.4 8.2 3.9 1.3 3.7 0.6

５０歳代 405 72.6 43.2 9.4 6.9 8.1 8.6 10.1 5.2 0.2 6.7 1.2

６０歳以上 529 73.3 39.1 4.3 2.5 8.5 9.8 5.5 6.8 0.0 7.2 4.3

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年

齢

別

69.7 

38.0 

11.8 

11.1 

9.0 

9.0 

8.8 

4.3 

1.0 

5.0 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

直接店に行って

新聞折込チラシ

雑 誌

店のホームページ

ダイレクトメール

友人・知人等

テレビ・ラジオ広告

新聞紙面広告

ツイッター・フェイスブックなど

ＳＮＳ

その他

無回答

（図Ⅲ－４－２）衣料品・身辺雑貨購入時の情報源（複数回答）

全体（N=1,953）
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職業別にみると、購入時に重視する点で「値段が安い」をやや多くあげていたパート・アル

バイト、及び無職では、「新聞折込チラシ」が全体より多く、活用度がやや高い。 

    （農林水産業は、標本数が少ないため割愛） 

 

（表Ⅲ－４－２）衣料品・身辺雑貨購入時の情報源（複数回答）　～続き～
（数値：％）

標

本
数

直
接

店
に
行
っ

て

新
聞

折
込
チ

ラ
シ

雑
　

誌

店
の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

ダ
イ

レ
ク
ト

メ
ー

ル

友
人

・
知
人

等

テ
レ

ビ
・
ラ

ジ
オ
広
告

新
聞

紙
面
広

告

ツ
イ
ッ

タ
ー

・
フ
ェ

イ

ス
ブ
ッ

ク
等

Ｓ
Ｎ
Ｓ

そ
の

他

無
回

答

1,953 69.7 38.0 11.8 11.1 9.0 9.0 8.8 4.3 1.0 5.0 1.9

会社員等 747 67.5 34.4 15.5 16.1 10.6 7.9 8.4 2.5 1.5 5.0 1.2

パート・アルバイト 411 71.3 44.5 10.9 10.9 6.3 9.2 11.7 4.6 0.7 3.6 1.0

自営業 422 69.9 37.0 8.3 5.2 9.0 10.9 7.3 5.5 1.2 6.4 3.3

農林水産業 16 81.3 37.5 0.0 0.0 12.5 0.0 25.0 12.5 0.0 0.0 0.0

無職 206 73.8 45.1 6.8 4.9 9.2 8.3 5.3 7.8 0.0 3.9 1.5

その他 98 70.4 33.7 14.3 11.2 9.2 12.2 11.2 3.1 0.0 10.2 2.0

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

職
　
業
　
別

　　全　　体
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（３）文化品 

 

文化品を購入するとき、どこから情報を得ているかについては、「直接店に行って」が

65.6％と最も高く、次いで「新聞折込チラシ」で 49.1％の順となる。 

次に年齢別にみると、いずれの年代も「直接店に行って」が最も高い。特徴としては、40

歳代、50歳代で「新聞折込チラシ」が５割強と高い。20歳代、30歳代では、「店のホームペ

ージ」が２割強と他の年代に比べて高く、ウェブサイトからの情報収集は、若い年代ほど高

い傾向がみられる。 

 

（表Ⅲ－４－３）文化品購入時の情報源（複数回答）
（数値：％）

標

本

数

直

接

店

に

行
っ

て

新

聞

折

込

チ

ラ

シ

店

の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

テ

レ

ビ

・

ラ

ジ

オ

広

告

友

人

・

知

人

等

ダ

イ

レ

ク

ト

メ
ー

ル

新

聞

紙

面

広

告

雑

　

誌

ツ

イ
ッ

タ
ー

・

フ
ェ

イ

ス

ブ
ッ

ク

な

ど

Ｓ

Ｎ

Ｓ

そ

の

他

無

回

答

1,953 65.6 49.1 14.0 12.3 5.8 5.7 5.4 5.1 1.0 5.2 2.0

２０歳代 170 60.0 39.4 24.1 17.6 8.8 5.3 2.4 7.1 4.7 4.7 0.6

３０歳代 376 66.0 48.7 24.2 11.2 5.9 3.2 2.4 6.6 1.9 3.2 1.1

４０歳代 464 60.8 54.7 18.1 12.1 6.5 5.2 4.5 7.3 0.4 3.9 0.6

５０歳代 405 67.7 54.1 9.9 13.8 3.0 8.9 6.4 2.5 0.5 6.2 1.5

６０歳以上 529 69.8 43.7 3.4 10.2 6.2 5.7 8.3 3.2 0.0 7.4 4.9

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年

齢

別

65.6 

49.1 

14.0 

12.3 

5.8 

5.7 

5.4 

5.1 

1.0 

5.2 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

直接店に行って

新聞折込チラシ

店のホームページ

テレビ・ラジオ広告

友人・知人等

ダイレクトメール

新聞紙面広告

雑 誌

ツイッター・フェイスブックなど

ＳＮＳ

その他

無回答

（図Ⅲ－４－３）文化品購入時の情報源（複数回答）

全体（N=1,953）
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職業別にみると、パート・アルバイトで「新聞折込チラシ」が、また無職では「直接店に行

って」が全体より高くなっている。 

    （農林水産業は、標本数が少ないため割愛） 

 

（表Ⅲ－４－３）文化品購入時の情報源（複数回答）　～続き～
（数値：％）

標

本
数

直
接

店
に
行
っ

て

新
聞

折
込
チ

ラ
シ

店
の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

テ
レ

ビ
・
ラ

ジ
オ
広
告

友
人

・
知
人

等

ダ
イ

レ
ク
ト

メ
ー

ル

新
聞

紙
面
広

告

雑
　

誌

ツ
イ
ッ

タ
ー

・
フ
ェ

イ

ス
ブ
ッ

ク
等

Ｓ
Ｎ
Ｓ

そ
の

他

無
回

答

1,953 65.6 49.1 14.0 12.3 5.8 5.7 5.4 5.1 1.0 5.2 2.0

会社員等 747 62.8 49.0 18.6 12.4 6.2 6.0 3.5 6.4 1.5 5.2 1.2

パート・アルバイト 411 68.9 55.5 12.7 14.8 4.1 5.8 4.6 2.9 0.7 4.4 1.2

自営業 422 64.2 44.8 10.0 13.0 5.9 5.9 7.1 5.0 0.5 6.6 3.8

農林水産業 16 62.5 50.0 0.0 18.8 12.5 0.0 18.8 0.0 0.0 0.0 0.0

無職 206 72.8 47.1 8.7 6.3 5.8 6.3 7.8 5.3 0.0 4.4 2.4

その他 98 67.3 51.0 13.3 11.2 11.2 3.1 9.2 2.0 2.0 7.1 1.0

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

職
　
業
　
別
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５ 買い物をする時間帯（問５） 

 

（１）平日 

  

平日に買い物をする時間帯については、「18 時～21時」が 37.2％、「15 時～18 時」が

34.3％とこの２つに偏っており、全体の７割強を占めている。平成 19 年度時点と変化

はみられない。 

次に、年齢別にみると、20歳代、30歳代は「18時～21時」が高く、特に 20歳代では 67.6％

と他の年代を大きく上回っている。40歳代は「15時～18時」の 43.1％が最も高い。60歳以

上では「12 時～15 時」（24.0％）、「９時～12 時」（19.8％）が他の年代に比べて高く、早い

時間帯での買い物が特徴として見られる。 

職業別にみると、「会社員等」は「18時～21時」が 64.3％、「パート・アルバイト」は「15

時～18 時」が 50.9％とそれぞれ最も高く、他の職業に比べて買い物時間帯が遅い傾向であ

る。勤務終了後の買い物のためと思われる。 

（表Ⅲ－５－１）平日の買い物時間帯（単数回答）
（数値：％）

標
本
数

６
時
～

９
時

９
時

　
　
～

１
２
時

１
２
時

　
　
～

１
５
時

１
５
時
～

　
　
１
８
時

１
８
時
～

　
　
２
１
時

２
１
時
以
降

無
回
答

1,953 0.3 11.4 13.3 34.3 37.2 1.2 2.4

２０歳代 170 0.0 5.9 2.9 17.1 67.6 4.1 2.4

３０歳代 376 0.0 7.7 9.3 32.4 47.6 1.9 1.1

４０歳代 464 0.2 6.3 6.7 43.1 40.9 1.3 1.5

５０歳代 405 0.7 12.1 14.8 33.1 36.3 0.5 2.5

６０歳以上 529 0.2 19.8 24.0 33.8 18.0 0.2 4.0

会社員等 747 0.3 2.8 4.6 23.6 64.3 2.3 2.3

パート・アルバイト 411 0.2 12.4 11.9 50.9 22.6 0.5 1.5

自営業 422 0.5 15.2 20.6 38.2 21.3 0.5 3.8

農林水産業 16 0.0 6.3 18.8 50.0 18.8 0.0 6.3

無職 206 0.0 34.5 33.0 27.2 4.9 0.0 0.5

その他 98 0.0 11.2 11.2 33.7 38.8 1.0 4.1

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

職
業
別

　　全　　体

年
齢
別

0.3 

11.4 
13.3 

34.3 
37.2 

1.2 2.4 0.9

10.9
13.6

35.1 34.9

1.4
3.4

0%

10%

20%

30%

40%

50%

６時～９時 ９時

～１２時

１２時

～１５時

１５時～

１８時

１８時～

２１時

２１時以降 無回答

（図Ⅲ－５－１） 平日の買い物時間帯（単数回答） 平成25年度全体（n=1,953)

平成19年度全体（N=3,468)
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（２）休日 

 

休日に買い物をする時間帯については、「12 時～15 時」が 38.5％、次いで「15 時～

18 時」が 30.8％、「９時～12 時」が 20.6％と続く。平日に比べて、時間帯が早まって

いる。平成 19 年度時点と変化は見られない。 

次に、年齢別にみると、40歳代は「15時～18時」が 36.6％で最も高くなっており、その

他年代は「12時～15 時」が最も高い。 

職業別にみると、「パート・アルバイト」「無職」では「９時～12時」が他の年代に比べて

高い特徴がみられる。 

 

 

（表Ⅲ－５－２）休日の買い物時間帯（単数回答）
（数値：％）

標
本
数

６
時
～

９
時

９
時

　
　
～

１
２
時

１
２
時

　
　
～

１
５
時

１
５
時
～

　
　
１
８
時

１
８
時
～

　
　
２
１
時

２
１
時
以
降

無
回
答

1,953 0.3 20.6 38.5 30.8 5.4 0.6 3.9

２０歳代 170 0.0 12.9 45.9 30.0 8.2 1.8 1.2

３０歳代 376 0.3 18.4 37.8 34.3 7.2 0.5 1.6

４０歳代 464 0.2 22.2 34.7 36.6 4.5 0.2 1.5

５０歳代 405 0.5 19.3 41.2 29.6 6.2 0.5 2.7

６０歳以上 529 0.2 24.2 38.2 24.6 3.4 0.6 8.9

会社員等 747 0.0 17.0 40.3 34.0 5.8 0.8 2.1

パート・アルバイト 411 0.2 26.3 34.8 32.1 4.1 0.5 1.9

自営業 422 0.9 18.2 37.7 28.4 7.6 0.5 6.6

農林水産業 16 0.0 6.3 37.5 50.0 0.0 0.0 6.3

無職 206 0.0 26.2 38.3 26.2 2.4 0.0 6.8

その他 98 0.0 23.5 42.9 23.5 5.1 0.0 5.1

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年
齢
別

職
業
別

0.3 

20.6 

38.5 

30.8 

5.4 

0.6 
3.9 

0.3 

19.1 

37.2 

31.0 

6.5 

0.3 

5.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

６時～９時 ９時

～１２時

１２時

～１５時

１５時～

１８時

１８時～

２１時

２１時以降 無回答

（図Ⅲ－５－２）休日の買い物時間帯（単数回答）
平成25年度全体（N=1,953)

平成19年度全体（N=3,468)
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６ 居住地の買い物利便性（問６） 

 

（１）利便性評価 

  

日常の買い物に対する利便性は、「不便でない 計（「全く不便でない」＋「あまり不

便ではない」）」が 76.7％に対し、「不便を感じる 計（「ある程度不便を感じる」＋「大

いに不便を感じる」）」が 22.8％で、概ね満足しているといえる。 

次に、年齢別にみると、全年代とも「不便でない 計」が「不便を感じる 計」を大きく

上回っている状況である。但し、20 歳代では「不便を感じる 計」が 33.5％と他の年代に

比べて 10％以上高くみられる。 

職業別にみると、どの職業でも「不便でない 計」が「不便を感じる 計」を大きく上回

っており、概ね満足といえる。特に、「無職」では「全く不便はない」が他の年代に比べて

やや高く、満足感が強いといえる。 

居住市町村別にみると、「大分市」「別府市」「臼杵市」「杵築市」では「不便でない 計」

が 80％を超える一方、「九重町」では「不便を感じる 計」が 40.0％と地域による差がみら

れる。 

（表Ⅲ－６－１）日常の買い物の利便性（単数回答）
（数値：％）

標
本

数

全
く

不

便
で

な

い あ
ま

り

不
便

で

は
な

い

あ
る

程

度
不

便

を
感

じ

る

大
い

に

不
便

を

感
じ

る

無
回

答

不
便

で

な
い

　
　

計

不
便

を

感
じ

る

　
　

計

1,953 22.4 54.3 17.8 5.0 0.6 76.7 22.8

２０歳代 170 12.9 53.5 29.4 4.1 0.0 66.4 33.5

３０歳代 376 20.5 59.0 17.0 3.2 0.3 79.5 20.2

４０歳代 464 22.2 55.4 16.6 5.4 0.4 77.6 22.0

５０歳代 405 23.2 55.1 18.5 3.2 0.0 78.3 21.7

６０歳以上 529 26.7 49.5 14.9 7.4 1.5 76.2 22.3

会社員等 747 19.7 57.8 17.7 4.1 0.7 77.5 21.8

パート・アルバイト 411 21.9 55.5 18.0 4.1 0.5 77.4 22.1

自営業 422 25.4 47.6 18.5 8.3 0.2 73.0 26.8

農林水産業 16 12.5 75.0 12.5 0.0 0.0 87.5 12.5

無職 206 28.6 51.5 16.0 2.9 1.0 80.1 18.9

その他 98 22.4 55.1 17.3 5.1 0.0 77.5 22.4

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年
齢

別

職
業

別

全く不便でない
22.4%

あまり不便では

ない

54.3%

ある程度不便を

感じる
17.8%

大いに不便を感

じる
5.0%

無回答

0.6%

（図Ⅲ－６－１）日常の買い物の利便性（単数回答）

全体（N=1,953）
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（表Ⅲ－６－１）日常の買い物の利便性（単数回答）

標
本
数

全
く
不
便
で
な

い あ
ま
り
不
便
で

は
な
い

あ
る
程
度
不
便

を
感
じ
る

大
い
に
不
便
を

感
じ
る

無
回
答

不
便
で
な
い

　
　
計

不
便
を
感
じ
る

　
　
計

1,953 22.4 54.3 17.8 5.0 0.6 76.7 22.8

大分市 358 34.9 52.5 10.6 1.7 0.3 87.4 12.3

別府市 205 19.5 62.4 15.1 2.0 1.0 81.9 17.1

中津市 30 20.0 46.7 23.3 10.0 0.0 66.7 33.3

日田市 162 19.8 54.3 21.6 4.3 0.0 74.1 25.9

佐伯市 109 11.9 52.3 28.4 6.4 0.9 64.2 34.8

臼杵市 63 15.9 66.7 14.3 3.2 0.0 82.6 17.5

津久見市 95 8.4 62.1 25.3 4.2 0.0 70.5 29.5

竹田市 70 7.1 62.9 25.7 4.3 0.0 70.0 30.0

豊後高田市 95 25.3 52.6 20.0 2.1 0.0 77.9 22.1

杵築市 51 15.7 66.7 9.8 5.9 2.0 82.4 15.7

宇佐市 94 20.2 53.2 13.8 12.8 0.0 73.4 26.6

豊後大野市 62 22.6 50.0 19.4 8.1 0.0 72.6 27.5

由布市 101 35.6 43.6 14.9 4.0 2.0 79.2 18.9

国東市 74 17.6 45.9 20.3 14.9 1.4 63.5 35.2

姫島村 35 11.4 57.1 20.0 11.4 0.0 68.5 31.4

玖珠町 65 24.6 43.1 29.2 3.1 0.0 67.7 32.3

日出町 46 26.1 50.0 23.9 0.0 0.0 76.1 23.9

九重町 55 12.7 43.6 20.0 20.0 3.6 56.3 40.0

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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（２）期待される不便さの解消策 

  

不便さの解消策として期待が高いものは、「移動販売車」が 22.3％で最も高い。次い

で「中心部へのコミュニティバス」が 18.5％、「商品の宅配サービス（有料）」が 14.6％

と続く。 

次に、年齢別にみると、60 歳以上では、「移動販売車」が 36.4％、「中心部へのコミュニ

ティバス」が 26.3％で、他の年代に比べて高い。買い物場所が身近になるサービスへの期待

がうかがえる。 

（表Ⅲ－６－２）不便さの解消策（複数回答）／不便を感じている人ベース

（数値：％）

標

本

数

移

動

販

売

車

中

心

部

へ

の

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

バ

ス

商

品

の

宅

配

サ
ー

ビ

ス

（

有

料
）

配

食

サ
ー

ビ

ス

そ

の

他

無

回

答

444 22.3 18.5 14.6 4.7 38.1 20.3

２０歳代 57 19.3 12.3 15.8 1.8 35.1 29.8

３０歳代 76 9.2 11.8 17.1 2.6 52.6 18.4

４０歳代 102 15.7 20.6 17.6 3.9 41.2 19.6

５０歳代 88 23.9 15.9 12.5 9.1 36.4 21.6

６０歳以上 118 36.4 26.3 11.0 5.1 29.7 15.3

会社員等 163 20.9 14.7 19.0 3.7 36.8 22.7

パート・アルバイト 91 16.5 16.5 8.8 6.6 47.3 18.7

自営業 113 26.5 18.6 12.4 1.8 35.4 23.0

農林水産業 2 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

無職 39 33.3 30.8 12.8 2.6 33.3 15.4

その他 22 22.7 31.8 18.2 9.1 40.9 4.5

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。
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（図Ⅲ－６－２）不便さの解消策（複数回答）／不便を感じている人ベース
全体（N=444）
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（表Ⅲ－６－２）不便さの解消策（複数回答）／不便を感じている人ベース

（数値：％）

標
本
数

移
動
販
売
車

中
心
部
へ
の
コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
バ
ス

商
品
の
宅
配
サ
ー

ビ

ス

（
有
料

）

配
食
サ
ー

ビ
ス

そ
の
他

無
回
答

444 22.3 18.5 14.6 4.7 38.1 20.3

大分市 44 22.7 36.4 20.5 4.5 25.0 15.9

別府市 35 31.4 22.9 8.6 0.0 34.3 17.1

中津市 10 20.0 20.0 10.0 10.0 50.0 10.0

日田市 42 19.0 21.4 4.8 4.8 40.5 23.8

佐伯市 38 13.2 15.8 2.6 5.3 63.2 15.8

臼杵市 11 18.2 0.0 36.4 9.1 27.3 18.2

津久見市 28 10.7 21.4 7.1 3.6 42.9 25.0

竹田市 21 23.8 9.5 0.0 9.5 52.4 14.3

豊後高田市 21 33.3 23.8 23.8 4.8 38.1 19.0

杵築市 8 0.0 25.0 25.0 0.0 25.0 37.5

宇佐市 25 16.0 16.0 28.0 4.0 56.0 4.0

豊後大野市 17 41.2 5.9 23.5 0.0 23.5 17.6

由布市 19 15.8 10.5 21.1 10.5 31.6 26.3

国東市 26 26.9 15.4 19.2 0.0 34.6 26.9

姫島村 11 27.3 27.3 18.2 18.2 27.3 9.1

玖珠町 21 19.0 19.0 19.0 0.0 33.3 23.8

日出町 11 18.2 9.1 9.1 18.2 45.5 27.3

九重町 22 40.9 13.6 18.2 0.0 22.7 27.3

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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７ 中心市街地の商業施設・商店街の利用状況（問７） 

 

（１）中心部の商店街の買い物利用頻度 

  

中心部の商店街をどの程度買い物に利用しているかについては、「ほとんど利用しない」が

26.8％と最も高く、次いで「週に２～３回」が 17.5％、「毎日」が 12.3％の順に高くなってお

り、『週に１回以上』の比較的利用頻度が高い層は、45.3％である。平成 19年度時点と変化は

ない。 

次に年齢別にみると、週１回以上の利用層が 60 歳以上で 61.6％、50 歳代で 52.7％と、年

代が上がるに連れ、利用頻度も高くなる傾向がみられる。但し、30 歳代は「ほとんど利用し

ない」、「利用しない」の合計が 52.2％と半数を占め、他の年代に比べて利用頻度が低い。 

職業別にみると、自営業では週１回以上の利用が 59.3％と高く、商店街の利用頻度が高い

ことがわかる。 

居住市町村別にみると、『週１回以上』の利用が、豊後大野市で 77.4％、姫島村で 71.4％と

７割を超える一方で、大分市が 24.1％、別府市が 24.5％と低く、地域により大きな差がみら

れる。 

 

45.3

45.0

35.9

28.7

37.3

52.7

61.6

38.1

41.2

59.3

81.3

49.5

41.7

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの。

週

１
回

以
上

計
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18.0 

8.3 

11.7 

20.9 

14.6 

7.1 

6.2 

6.2 

2.4 
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パート・アルバイト(N=411)

自営業(N=422)

農林水産業(N=16)

無職(N=206)

その他(N=98)

（図Ⅲ－７－１） 居住市町村内の中心商店街へ行く頻度 （単数回答）

毎日 週に４～６回 週に２～３回

週に１回 月に２～３回 月に１回

ほとんど利用しない 利用しない 無回答

年 齢

職 業



- 50 - 
 

 

（表Ⅲ－７－１）居住市町村内の中心商店街へ行く頻度　（単数回答）
（数値：％）

標
本
数

毎
日

週
に
４
～

６
回

週
に
２
～

３
回

週
に
１
回

月
に
２
～

３
回

月
に
１
回

ほ
と
ん
ど
利
用
し
な

い 利
用
し
な
い

無
回
答

週
に
1
回
以
上
　
計

1,953 12.3 6.2 17.5 9.3 7.0 5.9 26.8 7.7 7.3 45.3

大分市 358 6.7 2.0 8.1 7.3 12.0 12.8 39.1 7.3 4.7 24.1

別府市 205 3.4 2.0 9.8 9.3 8.8 4.9 36.1 20.0 5.9 24.5

中津市 30 13.3 0.0 16.7 6.7 3.3 0.0 40.0 13.3 6.7 36.7

日田市 162 10.5 4.9 15.4 9.9 8.0 5.6 33.3 8.0 4.3 40.7

佐伯市 109 9.2 2.8 17.4 13.8 6.4 3.7 24.8 13.8 8.3 43.2

臼杵市 63 25.4 6.3 11.1 12.7 0.0 3.2 22.2 11.1 7.9 55.5

津久見市 95 7.4 6.3 18.9 6.3 5.3 7.4 36.8 7.4 4.2 38.9

竹田市 70 10.0 12.9 25.7 17.1 7.1 4.3 14.3 0.0 8.6 65.7

豊後高田市 95 13.7 4.2 21.1 9.5 6.3 7.4 26.3 3.2 8.4 48.5

杵築市 51 19.6 9.8 17.6 7.8 5.9 0.0 25.5 9.8 3.9 54.8

宇佐市 94 13.8 11.7 19.1 8.5 6.4 2.1 23.4 9.6 5.3 53.1

豊後大野市 62 27.4 11.3 30.6 8.1 1.6 1.6 8.1 0.0 11.3 77.4

由布市 101 10.9 11.9 34.7 9.9 5.9 1.0 10.9 4.0 10.9 67.4

国東市 74 20.3 9.5 25.7 12.2 4.1 1.4 10.8 2.7 13.5 67.7

姫島村 35 25.7 14.3 20.0 11.4 8.6 2.9 2.9 0.0 14.3 71.4

玖珠町 65 9.2 10.8 33.8 6.2 4.6 4.6 23.1 1.5 6.2 60.0

日出町 46 30.4 4.3 13.0 2.2 6.5 0.0 23.9 8.7 10.9 49.9

九重町 55 10.9 12.7 23.6 16.4 5.5 5.5 7.3 5.5 12.7 63.6

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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（２）中心部の商店街へ行く目的 

  

中心部の商店街へ行く目的については、「食料品・日用品の購入」が 77.5％と最も高く、日

常的な買い物が主目的である。次いで「その他商品の購入」が 38.7％、「金融機関・役所等」

が 34.0％、「飲食」が 22.5％と続く。 

次に、年齢別にみると、全年代とも「食料品・日用品の購入」が最も高く、特に 60 歳以上

の 86.6％を最高に、年代が上がるほど、買い物利用が多くなる。一方、20 歳代では「飲食」

が 51.9％で、他の年代に比べて突出して高い。 

職業別にみると、自営業では「金融機関・役所等」の利用目的が 44.9％と高く、これが利

用頻度を上げている一因と考えられる。 

居住市町村別にみると、全地域とも購入目的が高いものの、大分市、別府市では「飲食」が

他の地域に比べて高い特徴がある。また、豊後高田市、宇佐市、豊後大野市、九重町等では、

「金融機関・役所等」や「病院・医療施設」といった、幅広い生活の場となっている様子がう

かがえる。 

（表Ⅲ－７－２） 居住市町村内の中心商店街へ行く目的／商店街を利用する人ベース（複数回答）
（数値：％）

標
本

数

食

料
品

・

日
用

品
の

購

入

そ

の
他

商

品
の

購
入

娯

楽
（

パ

チ
ン

コ
、

カ

ラ
オ

ケ
）

飲

食
（

喫

茶
店

・
レ

ス

ト
ラ

ン

・
居

酒

屋
）

理

髪
店
、

ク
リ
ー

ニ

ン

グ
等

の

サ
ー

ビ
ス

利

用

病

院
・

医

療
施

設

金

融
機

関

・
役

所
等

お

祭
り

や

イ
ベ

ン
ト

そ

の
他

無

回
答

1,135 77.5 38.7 1.9 22.5 13.5 16.7 34.0 8.5 3.2 4.8

２０歳代 81 60.5 34.6 4.9 51.9 8.6 11.1 29.6 12.3 8.6 1.2

３０歳代 166 67.5 31.9 2.4 25.9 9.0 11.4 24.7 9.6 4.2 6.6

４０歳代 242 73.6 36.4 0.4 25.6 12.8 12.8 31.4 9.9 4.1 4.5

５０歳代 263 79.8 41.8 1.5 21.7 15.6 14.4 36.5 8.4 2.7 4.6

６０歳以上 380 86.6 42.1 2.1 13.4 15.0 24.5 38.9 6.3 1.3 5.0

会社員等 391 70.3 38.4 2.3 30.7 13.3 10.0 27.4 6.4 4.9 4.6

パート・アルバイト 219 80.4 38.8 1.8 23.3 10.0 14.6 33.3 14.2 2.3 3.2

自営業 292 84.6 36.0 2.1 16.4 16.8 24.0 44.9 6.8 1.4 5.8

農林水産業 15 73.3 40.0 0.0 13.3 13.3 53.3 33.3 0.0 6.7 6.7

無職 129 77.5 40.3 0.8 10.1 13.2 18.6 31.0 9.3 2.3 5.4

その他 59 76.3 49.2 1.7 27.1 10.2 20.3 32.2 8.5 6.8 5.1

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年

齢

別

職

業
別

77.5 

38.7 

1.9 

22.5 

13.5 

16.7 

34.0 

8.5 

3.2 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

食料品・日用品の購入

その他商品の購入

娯楽（パチンコ、カラオケ）

飲食（喫茶店・レストラン・居酒屋）

理髪店、クリーニング等のサービス利用

病院・医療施設

金融機関・役所等

お祭りやイベント

その他

無回答

（図Ⅲ－７－２） 居住市町村内の中心商店街へ行く目的／商店街を利用する人ベース

（複数回答）

全体（N=1,135）
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（表Ⅲ－７－２）居住市町村内の中心商店街へ行く目的／商店街を利用する人ベース（複数回答）
（数値：％）

標
本
数

食
料
品
・
日
用
品
の
購
入

そ
の
他
商
品
の
購
入

娯
楽

（
パ
チ
ン
コ

、
カ
ラ

オ
ケ

）

飲
食

（
喫
茶
店
・
レ
ス
ト

ラ
ン
・
居
酒
屋

）

理
髪
店

、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ

等
の
サ
ー

ビ
ス
利
用

病
院
・
医
療
施
設

金
融
機
関
・
役
所
等

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

無
回
答

1,135 77.5 38.7 1.9 22.5 13.5 16.7 34.0 8.5 3.2 4.8

大分市 175 55.4 50.9 1.1 38.3 13.7 12.6 24.6 11.4 6.9 5.7

別府市 78 64.1 39.7 7.7 44.9 7.7 14.1 20.5 16.7 3.8 5.1

中津市 12 83.3 50.0 0.0 25.0 16.7 16.7 8.3 0.0 0.0 16.7

日田市 88 73.9 40.9 1.1 21.6 10.2 13.6 35.2 14.8 1.1 8.0

佐伯市 58 75.9 56.9 1.7 17.2 13.8 17.2 27.6 5.2 6.9 1.7

臼杵市 37 81.1 21.6 2.7 8.1 10.8 13.5 29.7 5.4 5.4 8.1

津久見市 49 71.4 30.6 0.0 24.5 16.3 12.2 44.9 4.1 4.1 2.0

竹田市 54 79.6 25.9 0.0 16.7 9.3 9.3 46.3 1.9 1.9 3.7

豊後高田市 59 86.4 25.4 1.7 10.2 13.6 23.7 47.5 13.6 3.4 3.4

杵築市 31 90.3 32.3 3.2 12.9 19.4 35.5 32.3 3.2 0.0 6.5

宇佐市 58 84.5 51.7 0.0 19.0 17.2 27.6 44.8 13.8 1.7 5.2

豊後大野市 50 94.0 44.0 2.0 14.0 16.0 28.0 52.0 2.0 0.0 4.0

由布市 75 92.0 18.7 0.0 16.0 8.0 6.7 28.0 4.0 1.3 1.3

国東市 54 85.2 40.7 3.7 13.0 16.7 16.7 40.7 7.4 1.9 3.7

姫島村 29 93.1 10.3 3.4 10.3 3.4 17.2 24.1 3.4 0.0 6.9

玖珠町 45 82.2 33.3 0.0 22.2 28.9 15.6 42.2 11.1 0.0 4.4

日出町 26 92.3 42.3 3.8 15.4 19.2 19.2 46.2 15.4 3.8 3.8

九重町 41 92.7 34.1 2.4 9.8 14.6 31.7 46.3 4.9 2.4 2.4

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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（３）中心部の商店街へ行かない理由 

  

中心部の商店街へ行かない理由については、「郊外の大型店の方が便利である」が 64.7％と

最も高く、次いで、「駐車場・駐輪場が少ない」が 50.7％、「魅力ある店舗がない」が 44.1％、

「品揃えがよくない」が 34.7％と続く。大型店に比べて、商店街が弱い要素といえる。 

年齢別にみると、20歳代は「魅力ある店舗がない」「品揃えがよくない」、30歳代、40歳代

は「駐車場・駐輪場が少ない」、50歳代、60歳以上は「中心部に魅力がない」が他の年代に比

べて高い特徴を示す。 

 居住市町村別にみると、大分市、津久見市では、「郊外の大型店の方が便利である」が高い。

また、日田市、佐伯市、津久見市、宇佐市では、「魅力ある店舗がない」「品揃えがよくない」

等、取扱い商品に魅力が乏しいことを理由に挙げている。

（表Ⅲ－７－３ ）居住市町村内の中心商店街へ行かない理由／商店街を利用しない人ベース（複数回答）
（数値：％）

標
本

数

郊

外
の

大

型
店

の
方

が

便
利

で

あ
る

駐

車
場

・

駐
輪

場
が

少

な
い

魅

力
の

あ

る
店

舗
が

な

い

品

揃
え

が

よ
く

な
い

中

心
部

に

魅
力

が
な

い 商

品
の

値

段
が

高
い

商

品
の

バ

ラ
エ

テ
ィ

が

少
な

い

バ

ス
や

Ｊ

Ｒ
の

便
が

良

く
な

い

そ

の
他

無

回
答

675 64.7 50.7 44.1 34.7 32.0 22.8 21.6 4.0 7.0 2.5

２０歳代 73 57.5 45.2 54.8 41.1 30.1 19.2 26.0 4.1 6.8 2.7

３０歳代 196 66.8 56.1 42.3 35.7 29.1 22.4 21.9 4.1 8.2 2.0

４０歳代 206 68.4 55.8 45.6 33.5 28.6 27.2 21.8 2.9 5.8 1.5

５０歳代 110 61.8 47.3 43.6 36.4 40.9 20.0 20.0 2.7 7.3 3.6

６０歳以上 87 62.1 36.8 36.8 28.7 37.9 19.5 18.4 6.9 6.9 4.6

会社員等 312 65.1 55.1 46.8 38.1 29.8 22.4 23.4 3.8 6.4 1.9

パート・アルバイト 169 62.1 51.5 45.6 30.8 29.0 26.0 16.0 2.4 7.7 3.0

自営業 80 60.0 38.8 42.5 37.5 46.3 15.0 27.5 3.8 5.0 5.0

農林水産業 0 － － － － － － － － － －

無職 65 75.4 49.2 35.4 24.6 35.4 32.3 16.9 9.2 6.2 1.5

その他 34 70.6 44.1 38.2 44.1 29.4 14.7 29.4 2.9 8.8 0.0

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年

齢
別

職
業

別

64.7 

50.7 

44.1 

34.7 

32.0 

22.8 

21.6 

4.0 

7.0 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

郊外の大型店の方が便利である

駐車場・駐輪場が少ない

魅力のある店舗がない

品揃えがよくない

中心部に魅力がない

商品の値段が高い

商品のバラエティが少ない

バスやＪＲの便が良くない

その他

無回答 全体（N=675）

（図Ⅲ－７－３）居住市町村内の中心商店街へ行かない理由／商店街を利用しない人ベース（複数回答）
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（表Ⅲ－７－３）居住市町村内の中心商店街へ行かない理由／商店街を利用しない人ベース（複数回答）
（数値：％）

標
本
数

郊
外
の
大
型
店
の
方
が

便
利
で
あ
る

駐
車
場
・
駐
輪
場
が
少

な
い

魅
力
の
あ
る
店
舗
が
な

い 品
揃
え
が
よ
く
な
い

中
心
部
に
魅
力
が
な
い

商
品
の
値
段
が
高
い

商
品
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

が

少
な
い

バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
の
便
が
良

く
な
い

そ
の
他

無
回
答

675 64.7 50.7 44.1 34.7 32.0 22.8 21.6 7.0 4.0 2.5

大分市 166 70.5 68.1 28.9 11.4 25.9 16.3 6.0 9.0 8.4 3.0

別府市 115 62.6 49.6 47.8 34.8 34.8 9.6 23.5 5.2 6.1 0.9

中津市 16 56.3 75.0 25.0 12.5 25.0 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0

日田市 67 56.7 50.7 61.2 46.3 44.8 32.8 23.9 4.5 1.5 4.5

佐伯市 42 66.7 33.3 66.7 47.6 42.9 26.2 42.9 7.1 2.4 0.0

臼杵市 21 71.4 28.6 38.1 28.6 33.3 19.0 19.0 14.3 0.0 0.0

津久見市 42 81.0 33.3 57.1 66.7 45.2 42.9 33.3 4.8 0.0 0.0

竹田市 10 70.0 50.0 40.0 50.0 40.0 30.0 20.0 0.0 0.0 0.0

豊後高田市 28 60.7 53.6 25.0 28.6 21.4 32.1 17.9 3.6 3.6 3.6

杵築市 18 44.4 27.8 50.0 44.4 22.2 38.9 16.7 16.7 0.0 5.6

宇佐市 31 67.7 51.6 58.1 48.4 32.3 25.8 35.5 9.7 3.2 0.0

豊後大野市 5 60.0 40.0 20.0 40.0 0.0 40.0 20.0 0.0 0.0 20.0

由布市 15 73.3 33.3 20.0 53.3 20.0 20.0 13.3 6.7 0.0 0.0

国東市 10 80.0 40.0 80.0 80.0 60.0 40.0 50.0 0.0 0.0 10.0

姫島村 1 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

玖珠町 16 37.5 31.3 50.0 37.5 25.0 31.3 25.0 0.0 0.0 12.5

日出町 15 60.0 46.7 60.0 40.0 33.3 20.0 40.0 13.3 0.0 6.7

九重町 7 28.6 28.6 57.1 71.4 28.6 42.9 42.9 14.3 14.3 0.0

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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（４）中心部の商店街への要望 

  

中心部の商店街を、もっと便利で買い物がしやすくするために取り組んで欲しいこととして

は、「駐車場や駐輪場を完備する」が 42.5％と最も高く、次いで、「不足している業種を増やし、

店舗にバラエティをもたせる」が 32.7％、「大型商業施設を誘致する」が 23.2％の順に高くな

っている。 

年齢別にみると、いずれの年代とも「駐車場や駐輪場を完備する」が最も高くなっている。

また、40歳代以下で「大型商業施設を誘致する」が高いのが特徴としてみられる。20歳代では、

「営業時間を延長する」が 34.7％で、他の年代に比べて 10％以上高い。 

居住市町村別にみると、大分市では「駐車場や駐輪場を完備する」が 70.9％と突出して高い。

その他では、津久見市が「不足している業種を増やし、店舗にバラエティをもたせる」、日田市

が「大型商業施設を誘致する」で、全体よりも 20％程度高い。 

 

 

 

42.5 

32.7 

23.2 

20.3 

19.6 

14.8 

12.8 

11.9 

11.8 

10.8 

3.1 

3.0 

2.8 

2.0 

1.8 

12.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

駐車場や駐輪場を完備する

不足している業種を増やし、店舗にバラ

エティをもたせる

大型商業施設を誘致する

共同売り出しやイベントを活発にする

営業時間を延長する

店舗の改善・改装

買物券・ポイントカードの導入

休息する場所や託児所を設ける

バスやＪＲの本数や路線を増やす

レジャー施設を誘致する

病院や福祉施設を誘致する

街路灯をつける

自動車交通を規制し、歩きやすくする

防犯カメラを設置する

コミュニティ機能

無回答

（図Ⅲ－７－４）居住市町村内の中心商店街への希望施策（複数回答）

全体（N=675）
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（表Ⅲ－７－４）居住市町村内の中心商店街への希望施策（複数回答）
（数値：％）

標

本

数

駐

車

場

や

駐

輪

場

を

完

備

す

る

不

足

し

て

い

る

業

種

を

増

や

し

、
店

舗

に

バ

ラ

エ

テ

ィ
を

も

た

せ

る

大

型

商

業

施

設

を

誘

致

す

る

共

同

売

り

出

し

や

イ

ベ

ン

ト

を

活

発

に

す

る 営

業

時

間

を

延

長

す

る

店

舗

の

改

善

・

改

装

買

物

券

・

ポ

イ

ン

ト

カ
ー

ド

の

導

入

休

息

す

る

場

所

や

託

児

所

を

設

け

る

バ

ス

や

Ｊ

Ｒ

の

本

数

や

路

線

を

増

や

す

レ

ジ

ャ
ー

施

設

を

誘

致

す

る

病

院

や

福

祉

施

設

を

誘

致

す

る

街

路

灯

を

つ

け

る

自

動

車

交

通

を

規

制

し

、
歩

き

や

す

く

す

る 防

犯

カ

メ

ラ

を

設

置

す

る

コ

ミ

ュ
ニ

テ

ィ
機

能

無

回

答

1,953 42.5 32.7 23.2 20.3 19.6 14.8 12.8 11.9 11.8 10.8 3.1 3.0 2.8 2.0 1.8 12.3

２０歳代 170 43.5 35.9 30.0 18.8 34.7 24.1 12.4 13.5 15.9 13.5 0.6 4.1 1.8 2.9 1.2 4.1

３０歳代 376 47.1 39.1 27.9 17.3 19.1 18.6 11.2 14.4 8.5 15.7 4.0 1.9 2.7 1.6 1.6 5.1

４０歳代 464 48.1 37.7 29.1 20.0 20.3 14.2 12.1 8.8 12.9 9.7 2.4 1.1 2.2 0.9 2.8 8.2

５０歳代 405 43.5 31.1 21.0 24.4 21.2 16.5 13.1 11.9 10.6 10.1 3.0 2.7 2.7 2.5 2.2 13.1

６０歳以上 529 33.3 24.2 14.6 20.0 13.2 8.7 14.4 12.5 12.5 7.9 4.0 5.3 3.8 2.6 0.9 23.1

会社員等 747 47.5 34.4 26.9 17.9 26.1 17.4 11.5 10.7 11.2 11.0 2.8 2.0 2.4 1.7 1.9 8.3

パート・アルバイト 411 43.6 37.0 24.3 24.1 16.3 15.6 14.4 11.4 10.9 11.2 0.7 1.5 2.7 1.9 1.7 11.7

自営業 422 32.9 27.3 16.1 21.8 14.5 12.3 11.6 12.1 10.7 10.7 5.2 5.7 3.6 2.6 2.6 19.7

農林水産業 16 43.8 25.0 25.0 12.5 6.3 12.5 12.5 31.3 25.0 12.5 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3

無職 206 41.3 26.2 21.8 19.4 12.1 10.2 17.0 15.5 15.0 8.7 2.9 3.4 3.4 1.5 0.5 13.1

その他 98 40.8 42.9 24.5 19.4 21.4 14.3 11.2 15.3 16.3 12.2 5.1 3.1 2.0 4.1 2.0 12.2

大分市 358 70.9 26.3 23.5 14.0 21.2 12.8 9.2 11.5 23.2 10.9 2.0 0.6 3.1 1.7 2.2 7.3

別府市 205 47.8 26.3 16.1 23.9 17.1 23.9 15.6 15.6 9.8 13.7 1.5 4.4 4.4 1.5 2.9 9.8

中津市 30 46.7 43.3 10.0 26.7 16.7 20.0 26.7 6.7 6.7 3.3 10.0 3.3 13.3 0.0 3.3 6.7

日田市 162 44.4 24.7 42.0 17.9 17.9 16.7 11.1 10.5 3.1 12.3 3.7 3.7 3.1 1.9 0.6 12.3

佐伯市 109 25.7 38.5 28.4 18.3 21.1 22.0 11.0 7.3 12.8 10.1 2.8 1.8 0.9 1.8 0.9 14.7

臼杵市 63 39.7 41.3 30.2 27.0 12.7 12.7 15.9 9.5 11.1 7.9 0.0 0.0 1.6 0.0 0.0 15.9

津久見市 95 25.3 53.7 31.6 30.5 28.4 16.8 8.4 9.5 9.5 12.6 4.2 1.1 1.1 2.1 2.1 7.4

竹田市 70 41.4 40.0 22.9 12.9 25.7 21.4 8.6 10.0 8.6 5.7 2.9 1.4 0.0 1.4 4.3 12.9

豊後高田市 95 34.7 35.8 28.4 14.7 22.1 15.8 10.5 7.4 9.5 12.6 7.4 2.1 9.5 3.2 3.2 13.7

杵築市 51 25.5 19.6 11.8 23.5 9.8 5.9 29.4 11.8 9.8 13.7 5.9 2.0 0.0 0.0 0.0 19.6

宇佐市 94 31.9 30.9 33.0 21.3 17.0 10.6 20.2 11.7 8.5 19.1 1.1 5.3 3.2 2.1 3.2 7.4

豊後大野市 62 21.0 40.3 21.0 25.8 22.6 14.5 12.9 19.4 6.5 6.5 6.5 6.5 0.0 0.0 3.2 17.7

由布市 101 39.6 26.7 5.9 13.9 17.8 9.9 8.9 19.8 10.9 5.0 1.0 5.9 0.0 6.9 4.0 12.9

国東市 74 17.6 43.2 21.6 27.0 5.4 9.5 14.9 12.2 2.7 13.5 4.1 5.4 0.0 1.4 0.0 24.3

姫島村 35 37.1 28.6 14.3 22.9 14.3 0.0 17.1 8.6 8.6 11.4 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0 20.0

玖珠町 65 41.5 50.8 18.5 18.5 18.5 20.0 15.4 4.6 12.3 4.6 1.5 1.5 0.0 0.0 0.0 9.2

日出町 46 41.3 41.3 15.2 37.0 15.2 8.7 15.2 19.6 6.5 23.9 2.2 8.7 4.3 4.3 0.0 10.9

九重町 55 7.3 40.0 14.5 34.5 27.3 14.5 14.5 18.2 20.0 5.5 10.9 5.5 0.0 3.6 0.0 16.4

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

居

　

住

　

市

　

町

　

村

　

別

年

　

代

　

別

職

　

業

　

別
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８ 通販・インターネットショッピング等の利用状況（問８） 

 

（１）利用経験のある無店舗販売の種類 

  

「カタログ販売」が平成 14 年度から最も高い販売形態であるが、低下傾向が続いている。

一方、「インターネットショッピング」が飛躍的に伸びており、平成 25 年度は 55.9％で、平

成 14年度に比べて３倍以上高くなった。 

次に、年齢別にみると、20歳代、30歳代では、「インターネットショッピング」が「カタロ

グ販売」を抜き、最も利用が多い。40歳代では、「カタログ販売」と「インターネットショッ

ピング」が拮抗している。その他、40歳代、50歳代では「生協・農協による共同購入」、さら

に 50 歳代では「テレビ・ラジオショッピング」、「新聞・雑誌の広告販売」の利用が比較的高

くなっている。 

職業別にみると、「会社員等」は「インターネットショッピング」が 72.4％で、その他の職

業に比べ突出して高いことがわかる。 

 

（表Ⅲ－８－１）利用経験のある無店舗販売の種類（複数回答）
（数値：％）

標

本
数

カ

タ

ロ

グ

販

売

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

シ
ョ
ッ

ピ

ン

グ

生

協

・

農

協

に

よ
る

共

同

購

入

テ

レ

ビ

・

ラ

ジ

オ

シ
ョ
ッ

ピ

ン

グ

新

聞

・

雑

誌

の

広
告

販

売

移

動

販

売

車

セ
ー

ル

ス

マ

ン

に
よ

る

訪

問

販

売

そ

の

他

利

用

し

た

こ

と

は
な

い 無

回

答

1,953 59.0 55.9 31.7 28.2 17.5 9.4 3.5 0.0 9.6 10.4

２０歳代 170 52.4 85.9 14.1 12.9 6.5 6.5 0.6 0.0 5.9 4.7

３０歳代 376 67.3 84.8 33.5 18.9 12.2 9.3 1.9 0.0 3.7 2.7

４０歳代 464 72.2 71.1 44.6 30.0 18.8 12.5 4.1 0.0 6.3 2.8

５０歳代 405 63.0 45.2 39.0 38.8 26.9 11.9 5.2 0.0 9.4 11.9

６０歳以上 529 40.8 21.2 19.5 30.2 16.6 6.0 3.8 0.0 18.0 23.3

会社員等 747 62.1 72.4 31.2 26.4 14.7 7.2 2.9 0.0 6.4 5.8

パート・アルバイト 411 64.2 55.7 42.1 28.0 17.3 12.7 2.7 0.0 7.1 9.5

自営業 422 52.4 40.3 21.3 32.9 22.3 10.2 5.2 0.0 11.1 17.1

農林水産業 16 31.3 12.5 25.0 25.0 12.5 6.3 0.0 0.0 37.5 18.8

無職 206 46.6 37.9 30.1 22.8 15.0 8.7 2.4 0.0 18.4 16.0

その他 98 73.5 52.0 42.9 29.6 22.4 13.3 6.1 0.0 10.2 7.1

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年

齢

別

職

業

別

59.0 

55.9 

31.7 

28.2 

17.5 

9.4 

3.5 

0.0 

9.6 

10.4 

64.4 

32.8 

34.3 

27.3 

21.7 

7.9 

6.3 

0.5 

11.0 

9.1 

73.9

15.2

43.2

25.6

22.9

13

8

0.8

9.4

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

カタログ販売

インターネットショッピング

生協・農協による共同購入

テレビ・ラジオショッピング

新聞・雑誌の広告販売

移動販売車

セールスマンによる訪問販売

その他

利用したことはない

無回答

（図Ⅲ－８－１） 利用経験のある無店舗販売の種類（複数回答）

平成25年度全体（N=1,953）

平成19年度全体（N=3,468）

平成14年度全体（N=6,772)
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（２）無店舗販売での購入商品 

  

無店舗販売での購入商品については、「衣料品」が 73.9％と最も多く、次いで「化粧品」が

50.8％、「食料品」が 45.2％、「家電製品」が 35.1％、「書籍」が 33.6％の順に高くなってい

る。「化粧品」、「書籍」については、過去数年継続して上昇傾向にある。 

次に、年齢別にみると、いずれの年代も「衣料品」が最も高くなっている。特に、20歳代、

30歳代では、「衣料品」及び「アクセサリー・装身具」といったファッション系商品の購入が

他の年代に比べて高い。その他、40歳代以下では「書籍」「ＣＤ・ＤＶＤ」のソフト系商品の

購入が高くなる。 

職業別にみると、「会社員等」は「化粧品」「アクセサリー・装身具」のファッション系商品

や「書籍」「ＣＤ・ＤＶＤ」のソフト系商品の購入が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成19年度調査から「CD・テープ等」を「CD・DVD」に変更

※「贈答品」は平成19年度調査から追加。

（表Ⅲ－８－２）無店舗販売での購入商品／無店舗販売利用経験者ベース（複数回答）
（数値：％）

標

本

数

衣

料

品

化

粧

品

食

料

品

家

電

製

品

書

籍

Ｃ

Ｄ

・

Ｄ

Ｖ

Ｄ

家

具

・

寝

具

台

所

用

品

・

家

庭

用

品

健

康

器

具

・

美

容

器

具

贈

答

品

ア

ク

セ

サ

リ
ー

・

装

身

具

そ

の

他

無

回

答

1,562 73.9 50.8 45.2 35.1 33.6 29.9 29.6 27.4 26.8 22.3 21.2 3.3 0.8

２０歳代 152 78.9 51.3 34.2 25.0 42.1 48.7 29.6 18.4 19.1 13.8 39.5 0.7 0.0

３０歳代 352 82.4 53.7 42.9 34.7 42.9 37.8 35.2 26.7 25.6 33.0 27.8 4.3 0.3

４０歳代 422 77.5 58.3 55.0 37.9 43.6 38.6 33.2 31.0 26.5 27.0 22.0 4.3 0.5

５０歳代 319 71.5 51.4 47.0 40.4 27.0 22.9 29.2 30.1 32.9 21.3 17.9 3.4 1.6

６０歳以上 311 59.8 36.7 37.9 31.8 12.9 7.4 19.6 25.4 26.4 9.3 7.4 2.3 1.3

会社員等 656 76.4 57.0 44.1 34.8 40.9 36.7 30.6 25.2 27.6 25.5 26.8 3.7 0.5

パート・アルバイト 343 77.0 49.9 46.9 32.9 32.1 27.1 30.0 29.7 25.7 22.4 20.4 2.9 0.0

自営業 303 65.7 40.6 41.6 41.3 22.8 19.8 26.7 28.4 27.7 14.2 12.5 2.6 2.0

農林水産業 7 57.1 57.1 42.9 42.9 28.6 14.3 28.6 42.9 42.9 28.6 28.6 0.0 0.0

無職 135 73.3 43.0 49.6 29.6 27.4 21.5 28.1 23.7 20.0 21.5 13.3 4.4 2.2

その他 81 76.5 56.8 51.9 32.1 34.6 38.3 32.1 37.0 28.4 25.9 25.9 4.9 0.0

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年

齢

別

職

業

別

73.9 

50.8 

45.2 

35.1 

33.6 

29.9 

29.6 

27.4 

26.8 

22.3 

21.2 

3.3 

0.8 

67.7 

38.8 

41.5 

19.1 

20.4 

19.5 

28.0 

25.8 

21.1 

14.4 

18.0 

4.3 

0.8 

68.9

34.6

46.6

30.2

15.4

11.9

30.2

39.8

21.1

17

4.7

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

衣料品

化粧品

食料品

家電製品

書籍

ＣＤ・ＤＶＤ※

家具・寝具

台所用品・家庭用品

健康器具・美容器具

贈答品※

アクセサリー・装身具

その他

無回答

（図Ⅲ－８－２） 無店舗販売での購入商品／無店舗販売利用経験者ベース（複数回答）

平成25年度全体（N=1,562）

平成19年度全体（N=2,771）

平成14年度全体（N=6,772)
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（３）無店舗販売を利用する理由 

  

無店舗販売を利用した動機については、「価格が安いから」が 52.8％と最も多く、次いで「近

くの店では手に入りづらいから」が 50.5％、「買い物に出かける手間が省けるから」が 45.1％、

「商品の種類が豊富だから」が 44.5％の順に高くなっている。また、「価格が安いから」、「近

くの店では手に入りづらいから」は、平成 19年度に比べて 10％以上上昇している。 

次に年齢別にみると、20 歳代、30 歳代では、多くの項目が全体値より５％以上高く、無店

舗販売に多様な魅力を感じていることがうかがえる。 

職業別にみると、「会社員等」、「パート・アルバイト」は「注文が簡単だから」、「好きな時

に買い物ができるから」といった買い物のしやすさが他の職業に比べて高くなっている。 

（表Ⅲ－８－３）無店舗販売利用理由／無店舗販売利用経験者ベース（複数回答）

（数値：％）

標
本
数

価
格
が
安
い
か
ら

近
く
の
店
で
は
手
に
入
り
づ
ら
い

か
ら

買
い
物
に
出
か
け
る
手
間
が
省
け

る
か
ら

商
品
の
種
類
が
豊
富
だ
か
ら

注
文
が
簡
単
だ
か
ら

好
き
な
時
に
買
い
物
で
き
る
か
ら

店
舗
で
も
商
品
を
見
た
が
、

ネ
ッ

ト
等
の
方
が
値
段
や
ポ
イ
ン
ト
な

ど
条
件
が
良
か
っ

た
か
ら

ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー

ド
が
利
用
で
き

る
か
ら

品
質
が
良
い
か
ら

友
人
や
知
人
に
す
す
め
ら
れ
た
か

ら そ
の
他

無
回
答

1,562 52.8 50.5 45.1 44.5 42.7 42.1 19.7 13.2 9.3 3.9 2.8 3.4

２０歳代 152 65.1 65.1 39.5 57.9 49.3 53.9 25.0 15.8 8.6 2.6 2.0 0.0

３０歳代 352 60.8 56.5 49.1 52.3 50.9 47.4 29.0 18.8 8.0 2.0 2.3 1.1

４０歳代 422 59.0 51.2 48.6 49.1 42.2 47.4 20.1 15.4 9.0 3.3 3.3 1.7

５０歳代 319 48.9 46.7 47.6 40.4 38.9 34.2 15.4 10.3 11.3 6.6 2.8 3.1

６０歳以上 311 33.1 40.2 35.7 27.3 35.0 30.5 10.0 5.8 9.6 4.8 2.9 10.3

会社員など 656 60.4 54.0 45.6 47.4 48.2 46.3 23.3 17.8 9.0 3.7 2.6 0.8

パート・アルバイト 343 53.1 47.2 44.0 46.4 44.0 41.7 21.0 9.9 8.7 3.5 2.6 2.6

自営業 303 42.9 45.9 48.8 37.3 35.3 35.6 12.9 10.2 7.6 4.6 4.0 6.6

農林水産業 7 42.9 42.9 42.9 42.9 28.6 28.6 0.0 0.0 14.3 14.3 0.0 14.3

無職 135 41.5 50.4 39.3 39.3 32.6 35.6 16.3 6.7 14.1 4.4 3.0 6.7

その他 81 49.4 58.0 45.7 48.1 38.3 43.2 16.0 11.1 9.9 3.7 1.2 4.9

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年
齢
別

職
業
別

52.8 

50.5 

45.1 

44.5 

42.7 

42.1 

19.7 

13.2 

9.3 

3.9 

2.8 

3.4 

33.8 

39.3 

45.0 

38.0 

38.2 

32.5 

6.9 

11.5 

5.3 

3.1 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

価格が安いから

近くの店では手に入りづらいから

買い物に出かける手間が省けるから

商品の種類が豊富だから

注文が簡単だから

好きな時に買い物できるから

店舗でも商品を見たが、ネット等の方が値段

やポイントなど条件が良かったから※

クレジットカードが利用できるから

品質が良いから

友人や知人にすすめられたから

その他

無回答

（図Ⅲ－８－３） 無店舗販売利用理由／無店舗販売利用経験者ベース（複数回答）

平成25年度全体（N=1,562）

平成19年度全体（N=2,771）

※「ネット等の方が値段や・・・」は、平成25年度調査から追加
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９ 県外での買い物の状況（問９） 

 

（１）県外への買い物頻度 

  

県外へ買い物に行く人は全体の 57.0％。頻度は「年に２～３回」が 19.8％で最も高く、次

いで「年に１回」が 14.3％、「２～３カ月に１回」が12.6％と続く。 

平成 19 年度と比較すると、「行かない」が 24.5％減少しており、県外への買い物出向が大

幅に増えた。平成 19年度に比べて増加したのは「年に１回」が 9.6％、「年に２～３回」8.8％

と低頻度層である。（※但し、設問方法が平成 19年度と異なる。） 

次に年齢別にみると、「行かない」が 20歳代で 11.8％に対し、60歳代では 46.5％と年代が

上がるほど出向率は低下する。月に１回以上の多頻度出向層は、20歳代で 20.0％と最も高い。  

居住地市町村別でみると、月に１回以上の多頻度出向層は、日田市で 43.8％と大変高くな

っている。次いで、玖珠町が 27.7％、中津市が 23.3％、九重町が 16.4％と高くみられる。一

方、「行かない」が豊後大野市で 56.5％、姫島村で 54.3％、臼杵市で 49.2％、杵築市で 49.0％

と全体よりも 10％以上高く、県外での買い物が少ないことがわかる。 

 

3.1 

3.1 

7.2 

5.5 

12.6 

11.8 

19.8 

11.0 

14.3 

4.7 

35.4 

59.9 

7.6 

4.1 

平成25年度全体（N=1,953）

平成19年度全体（N=3,468）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（図Ⅲ－９－１）県外への買い物出向頻度（単数回答）

月に２～３回 月に１回 ２～３カ月に１回 年に２～３回 年に１回 行かない 無回答

 

※平成 19年度は、「この１年間に買い物を目的に県外（九州内に限る）にでかけたことがありますか」の 

分岐設問があり、「1.ある」人が頻度を回答する形式。 

平成 25年度は、「この１年間」の限定なく、直接頻度を聞いている。 
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（表Ⅲ－９－１）県外への買い物頻度（単数回答）

（数値：％）

標

本

数

月
に

２
～

３

回

月
に

１

回

２
～

３

カ
月

に
１

回

年
に

２
～

３

回

年
に

１

回

行
か

な

い

無
回

答

月
に

１

回
以

上
　

計

1,953 3.1 7.2 12.6 19.8 14.3 35.4 7.6 10.3

２０歳代 170 6.5 13.5 25.3 27.1 12.4 11.8 3.5 20.0

３０歳代 376 5.1 8.0 16.8 26.3 16.2 26.1 1.6 13.1

４０歳代 464 3.2 8.8 14.9 21.1 14.0 35.3 2.6 12.0

５０歳代 405 2.0 5.7 9.4 19.5 16.3 39.5 7.7 7.7

６０歳以上 529 1.5 4.3 6.4 11.9 11.9 46.5 17.4 5.8

会社員等 747 4.1 9.1 17.7 23.3 13.3 28.5 4.0 13.2

パート・アルバイト 411 2.7 6.6 11.2 19.2 14.4 39.4 6.6 9.3

自営業 422 2.8 5.0 8.8 17.1 15.9 36.5 14.0 7.8

農林水産業 16 0.0 6.3 6.3 6.3 6.3 75.0 0.0 6.3

無職 206 1.0 5.8 6.8 15.5 13.6 46.6 10.7 6.8

その他 98 3.1 9.2 12.2 18.4 15.3 35.7 6.1 12.3

大分市 358 0.8 3.9 12.3 22.1 17.3 38.3 5.3 4.7

別府市 205 2.0 5.9 11.2 21.5 14.6 38.0 6.8 7.9

中津市 30 10.0 13.3 16.7 13.3 13.3 30.0 3.3 23.3

日田市 162 14.2 29.6 19.8 16.0 7.4 7.4 5.6 43.8

佐伯市 109 0.9 7.3 13.8 19.3 19.3 33.0 6.4 8.2

臼杵市 63 0.0 6.3 6.3 14.3 19.0 49.2 4.8 6.3

津久見市 95 1.1 2.1 13.7 26.3 11.6 43.2 2.1 3.2

竹田市 70 4.3 4.3 8.6 22.9 10.0 42.9 7.1 8.6

豊後高田市 95 1.1 2.1 11.6 28.4 17.9 29.5 9.5 3.2

杵築市 51 0.0 0.0 3.9 13.7 27.5 49.0 5.9 0.0

宇佐市 94 6.4 5.3 20.2 11.7 18.1 33.0 5.3 11.7

豊後大野市 62 1.6 1.6 1.6 17.7 3.2 56.5 17.7 3.2

由布市 101 0.0 2.0 10.9 16.8 15.8 44.6 9.9 2.0

国東市 74 2.7 2.7 5.4 13.5 12.2 41.9 21.6 5.4

姫島村 35 2.9 0.0 11.4 17.1 11.4 54.3 2.9 2.9

玖珠町 65 3.1 24.6 23.1 10.8 3.1 32.3 3.1 27.7

日出町 46 2.2 2.2 13.0 21.7 15.2 37.0 8.7 4.4

九重町 55 9.1 7.3 7.3 12.7 18.2 30.9 14.5 16.4

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

居

　
住

　

市
　

町
　

村
　

別

年

　
代

　
別

職

　
業

　
別
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（２）県外への買い物先 

  

買い物をした場所についてみると、「福岡市」が 75.7％と群を抜いて多く、次いで「久留

米市」が 6.6％、「北九州市」が 5.7％と続く。平成 19年度調査時点と比較しても、「福岡市」

への出向が 11％と大きく伸びている。 

居住市町村別にみると、全地域とも「福岡市」への出向が最も多い。その他県外へは、宇

佐市、豊後高田市から「北九州市」（32.8％、22.4％）へ、日田市、玖珠町から「久留米市」

（34.8％、21.4％）へ、竹田市から「熊本市」（28.6％）への出向が多くみられる。 

 

75.7 

64.7 

5.7 

11.7 

6.6 

7.6 

3.6 

7.2 

1.1 

4.0 

4.9 

3.7 

2.6 

1.0 

平成25年度全体（N=1,113）

平成19年度全体（N=1,262）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（図Ⅲ－９－２）県外への買い物出向場所／県外出向者ベース（単数回答）

福岡市 北九州市 久留米市 熊本市 延岡市 その他 無回答

 

 

（表Ⅲ－９－２）　県外への買い物出向場所／県外出向者ベース（単数回答）

（数値：％）

標
本
数

福
岡
市

北
九
州
市

久
留
米
市

熊
本
市

延
岡
市

そ
の
他

無
回
答

1,113 75.7 5.7 6.6 3.6 1.1 4.9 2.6

大分市 202 80.2 2.0 0.5 6.4 1.0 6.4 3.5

別府市 113 88.5 3.5 0.0 0.9 0.9 5.3 0.9

中津市 20 70.0 25.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0

日田市 141 61.0 2.1 34.8 0.7 0.0 1.4 0.0

佐伯市 66 80.3 1.5 0.0 0.0 10.6 3.0 4.5

臼杵市 29 79.3 3.4 0.0 0.0 3.4 10.3 3.4

津久見市 52 86.5 3.8 1.9 0.0 0.0 7.7 0.0

竹田市 35 68.6 0.0 0.0 28.6 0.0 2.9 0.0

豊後高田市 58 69.0 22.4 0.0 0.0 0.0 3.4 5.2

杵築市 23 73.9 8.7 0.0 0.0 0.0 13.0 4.3

宇佐市 58 60.3 32.8 1.7 1.7 0.0 1.7 1.7

豊後大野市 16 75.0 0.0 0.0 18.8 0.0 0.0 6.3

由布市 46 84.8 2.2 0.0 2.2 0.0 8.7 2.2

国東市 27 74.1 3.7 3.7 0.0 0.0 7.4 11.1

姫島村 15 66.7 13.3 13.3 6.7 0.0 0.0 0.0

玖珠町 42 73.8 0.0 21.4 2.4 0.0 2.4 0.0

日出町 25 68.0 16.0 4.0 4.0 0.0 8.0 0.0

九重町 30 73.3 0.0 6.7 3.3 0.0 3.3 13.3

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

居
　
住
　
市
　
町
　
村
　
別
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（３）県外への買い物時の移動手段 

  

最もよく利用する移動手段としては、「自家用車」が 46.5％と最も高く、次いで「自家用

車（高速道路利用）」が 32.3％となっており、『自家用車』の利用が８割弱に達する。 

平成 19 年度と比較して、交通機関に大きな変化はないが、自家用車での移動で、高速道

路の利用がやや増えた。 

年齢別にみると、いずれの年代も『自家用車』の利用が中心であるものの、20 歳代では

「高速バス」（13.9％）、60歳以上で「ＪＲ」（18.3％）が他の年代を上回っている。 

 

46.5 

52.8

32.3 

27.1

11.6 

10.7

8.0 

8.3

0.4 

0.3

1.3 

0.8

平成25年度全体（N=1,113）

平成19年度全体（N=1,262）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（図Ⅲ－９－３）県外への買い物出向時の移動手段／県外出向者ベース（単数回答）

自家用車 自家用車… ＪＲ 高速バス その他 無回答

 

（表Ⅲ－９－３）　県外への買い物時の移動手段／県外出向者ベース（単数回答）

（数値：％）

標
本
数

自
家
用
車

自
家
用
車

(

高
速
道
路
利
用

）

Ｊ
Ｒ

高
速
バ
ス

そ
の
他

無
回
答

1,113 46.5 32.3 11.6 8.0 0.4 1.3

２０歳代 144 37.5 31.9 14.6 13.9 0.7 1.4

３０歳代 272 50.4 33.8 7.4 7.7 0.4 0.4

４０歳代 288 49.0 35.8 10.1 4.9 0.0 0.3

５０歳代 214 44.4 33.6 11.2 7.9 0.5 2.3

６０歳以上 191 46.1 24.1 18.3 8.9 0.5 2.1

会社員等 504 40.5 35.5 11.9 10.7 0.6 0.8

パート・アルバイト 222 59.9 30.6 5.9 2.3 0.0 1.4

自営業 209 45.9 29.7 13.9 8.1 0.5 1.9

農林水産業 4 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0

無職 88 51.1 29.5 13.6 4.5 0.0 1.1

その他 57 36.8 35.1 17.5 10.5 0.0 0.0

福岡市 842 40.6 34.4 13.7 10.3 0.2 0.7

北九州市 63 57.1 23.8 17.5 1.6 0.0 0.0

久留米市 73 72.6 26.0 0.0 0.0 0.0 1.4

熊本市 40 75.0 17.5 5.0 2.5 0.0 0.0

延岡市 12 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 54 55.6 40.7 0.0 0.0 3.7 0.0

無回答 29 58.6 13.8 3.4 0.0 0.0 24.1

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年
　
代
　
別

職
　
業
　
別

買
物
出
向
先
別
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（４）県外での購入商品 

  

県外でよく買う商品についてみると、「婦人服・子供服」が 75.7％と最も高く、次いで「靴・

かばん」が 52.3％、「日用衣料品」が 26.7％、「貴金属・時計・めがね・アクセサリー等」

が 21.8％の順に高くなっており、服飾関連用品を県外で購入している。平成 19 年度と購入

品に大きな変化はない。 

年齢別にみると、20歳代の県外購入品では、「靴・かばん」が 68.8％で最も多い。その他

「日用衣料品」「貴金属・時計・めがね・アクセサリー等」も他の年代に比べて 10％以上高

い。 

買物出向先別では、久留米市への出向層は、多くの商品で全体値を上回り、幅広い商品を

県外で購入していることがわかる。 

 

（表Ⅲ－９－４）県外での購入商品／県外出向者ベース（複数回答） （数値：％）

標
本
数

婦

人
服

・
子

供
服

靴

・
か

ば
ん

日

用
衣

料
品

貴

金
属

・
時

計
・

め

が
ね

・
ア

ク
セ

サ

リ
ー

等

紳

士
服

日

用
家

庭
用

品

ス

ポ
ー

ツ
・

レ

ジ
ャ
ー

用
品

家

具
・

イ
ン

テ
リ

ア 家

電
製

品

そ

の
他

無

回
答

1,113 75.7 52.3 26.7 21.8 18.7 15.2 12.8 10.5 3.4 4.2 1.5

２０歳代 144 65.3 68.8 40.3 38.2 9.7 10.4 6.3 10.4 2.1 3.5 0.7

３０歳代 272 81.6 55.5 26.1 28.7 20.6 14.7 14.7 17.3 5.1 2.6 0.7

４０歳代 288 77.8 51.7 26.4 18.1 22.6 18.4 19.4 9.7 4.2 4.9 1.7

５０歳代 214 78.0 49.5 23.8 14.5 19.2 19.2 13.1 8.9 2.8 4.2 1.9

６０歳以上 191 71.2 40.3 20.9 14.1 16.2 10.5 4.7 4.2 1.6 6.3 2.1

会社員等 504 75.0 59.3 30.6 26.8 18.7 14.7 11.7 10.3 3.4 3.0 0.8

パート・アルバイト 222 79.3 48.2 21.2 17.6 18.9 15.8 16.7 12.2 3.6 5.9 2.7

自営業 209 73.7 42.6 20.1 17.2 20.6 13.4 12.4 10.0 3.8 5.3 2.4

農林水産業 4 100.0 75.0 75.0 25.0 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

無職 88 79.5 52.3 28.4 20.5 21.6 18.2 9.1 9.1 1.1 2.3 0.0

その他 57 75.4 45.6 33.3 17.5 10.5 14.0 15.8 5.3 1.8 8.8 1.8

福岡市 842 78.4 55.2 25.3 23.4 18.8 13.1 11.5 11.2 2.9 3.9 0.6

北九州市 63 69.8 46.0 28.6 19.0 17.5 20.6 9.5 9.5 4.8 6.3 0.0

久留米市 73 86.3 60.3 37.0 23.3 26.0 23.3 32.9 9.6 8.2 4.1 0.0

熊本市 40 60.0 30.0 32.5 15.0 7.5 32.5 12.5 10.0 5.0 10.0 0.0

延岡市 12 25.0 8.3 58.3 0.0 16.7 50.0 8.3 8.3 0.0 8.3 8.3

その他 54 68.5 44.4 20.4 14.8 24.1 16.7 16.7 9.3 3.7 3.7 5.6

無回答 29 41.4 24.1 27.6 10.3 6.9 3.4 3.4 0.0 3.4 0.0 27.6

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年
　

代
　

別

職

　
業

　
別

買

物
出

向
先

別

75.7 

52.3 

26.7 

21.8 

18.7 

15.2 

12.8 

10.5 

3.4 

4.2 

1.5 

69.5

48.4

27.7

24

20.5

12.7

14.5

9.8

8.2

4.8

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

婦人服・子供服

靴・かばん

日用衣料品

貴金属・時計・めがね・アクセサリー等

紳士服

日用家庭用品

スポーツ・レジャー用品

家具・インテリア

家電製品

その他

無回答

（図Ⅲ－９－４）県外での購入商品／県外出向者ベース（複数回答）

全体（N=1,113）
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（５）県外での買い物理由 

  

県外での買い物理由についてみると、「商品の選択肢が多くなるから」が 57.5％で最も高

く、次いで「買い物以外に楽しめる場所があるから」が 55.3％、「魅力的な店があるから」

が 52.6％と続く。平成 19年度調査に比べて、「県内で購入するよりも安いから」という理由

での出向は 6％低下して 12.9％となるが、上位の理由に変化はみられなかった。 

年齢別にみると、「魅力的な店があるから」、「県内で買えない商品がある」が 20歳代を最

高に、40歳以下の年代で高くなる。 

買物出向先別では、福岡市への出向層は、「県内で買えない商品がある」が 54.6％で、他

の出向先に比べて高い。  

（表Ⅲ－９－５）県外での買い物理由／県外出向者ベース（複数回答）
（数値：％）

標
本
数

商
品

の
選
択

肢
が

多
く

な
る
か

ら

買
い

物
以
外

に
楽

し
め

る
場
所

が
あ

る
か

ら

魅
力

的
な
店

が
あ

る
か

ら

県
内

で
買
え

な
い

商
品

が
あ
る

か
ら

県
内

で
購
入

す
る

よ
り

も
安
い

か
ら

そ
の

他

無
回

答

1,113 57.5 55.3 52.6 48.8 12.9 4.1 1.8

２０歳代 144 65.3 52.8 61.1 64.6 10.4 4.9 0.7

３０歳代 272 55.5 55.1 57.7 55.5 11.4 1.8 0.4

４０歳代 288 59.0 55.6 56.6 56.6 16.3 2.4 2.1

５０歳代 214 58.4 57.9 47.7 43.0 10.3 7.5 2.3

６０歳以上 191 51.8 55.0 38.7 23.0 14.7 5.8 3.1

会社員など 504 60.5 53.4 57.3 55.8 11.1 3.0 1.0

パート・アルバイト 222 54.1 52.7 54.5 48.2 15.8 5.9 2.7

自営業 209 54.1 60.3 45.0 39.7 15.3 4.3 2.9

農林水産業 4 50.0 100.0 50.0 25.0 25.0 0.0 0.0

無職 88 56.8 55.7 44.3 40.9 11.4 6.8 2.3

その他 57 63.2 61.4 52.6 42.1 12.3 5.3 0.0

福岡市 842 60.2 57.7 55.9 54.6 12.0 2.7 0.7

北九州市 63 47.6 50.8 39.7 30.2 11.1 6.3 3.2

久留米市 73 76.7 53.4 57.5 35.6 11.0 6.8 0.0

熊本市 40 25.0 47.5 40.0 22.5 12.5 12.5 5.0

延岡市 12 25.0 58.3 8.3 25.0 8.3 16.7 8.3

その他 54 50.0 29.6 40.7 33.3 38.9 13.0 3.7

無回答 29 24.1 58.6 27.6 27.6 3.4 0.0 24.1

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体

年

　
代

　
別

職

　
業

　
別

買

物
出

向
先

別

57.5 

55.3 

52.6 

48.8 

12.9 

4.1 

1.8 

59.3 

58.2 

49.0 

47.6 

19.1 

3.9 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

商品の選択肢が多くなるから

買い物以外に楽しめる場所があるから

魅力的な店があるから

県内で買えない商品があるから

県内で購入するよりも安いから

その他

無回答

（図Ⅲ－９－５）県外での買い物理由／県外出向者ベース（複数回答）

平成25年度全体（N=1,113）

平成19年度全体（N=1,262）
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１０ ＪＲ新大分駅ビルに対する意識（問１０） 

 

（１）賑わい創出の効果 

  

ＪＲ新大分駅ビル開業により、賑わいが創出されるかということに対し、「そう思う 計（「お

おいにそう思う」＋「少しそう思う」）」は 66.8％で、肯定的に捉えている人が多い。 

次に年齢別にみると、「そう思う 計」が 20 歳代で 76.5％、30 歳代で 75.0％となり、60

歳以上の 56.4％に比べて 20％程度高い。若い年代ほど肯定的に捉えている傾向がある。  

県外買物頻度別にみると、頻度にかかわらず、６割以上が「そう思う」と回答しており、肯

定的に捉えている。最も低いのが、県外に「行かない」層の 64.3％で、そのことからも、県

外出向層の方がＪＲ新大分駅ビルへの期待が高いと考えられる。 

居住市町村別にみると、津久見市で「そう思う 計」が 74.8％と最も高く、次いで、杵築

市が 74.5％、姫島村が 74.3％、別府市が 72.7％と並ぶ。 

 

 

おおいにそう思う
17.4%

少しそう思う
49.4%

あまりそう思わない
20.9%

そう思わない
4.7%

無回答
7.6%

全体（N=1,953）

（図Ⅲ－１０－１）ＪＲ新大分駅ビル開業による中心市街地の賑わい創出への期待度

（単数回答）

「賑わいが創出されると思うか」
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(表Ⅲ－１０－１)ＪＲ新大分駅ビル開業による中心市街地の賑わい創出への期待度


「賑わいが創出されると思うか」 （単数回答）

標

本
数

お

お
い

に
そ

う

思
う

少

し
そ

う
思

う あ

ま
り

そ
う

思

わ
な

い

そ

う
思

わ
な

い 無

回
答

そ

う
思

う

計

1,953 17.4 49.4 20.9 4.7 7.6 66.8

２０歳代 170 20.6 55.9 16.5 2.4 4.7 76.5

３０歳代 376 16.5 58.5 19.4 4.0 1.6 75.0

４０歳代 464 19.0 50.6 23.5 3.7 3.2 69.6

５０歳代 405 15.1 50.6 22.0 5.2 7.2 65.7

６０歳以上 529 17.6 38.8 20.4 6.4 16.8 56.4

会社員等 747 17.5 51.9 21.8 5.1 3.6 69.4

パート・アルバイト 411 19.5 52.3 19.2 3.2 5.8 71.8

自営業 422 15.2 43.6 21.8 4.5 14.9 58.8

農林水産業 16 31.3 50.0 6.3 6.3 6.3 81.3

無職 206 16.0 49.0 17.5 8.3 9.2 65.0

その他 98 16.3 50.0 23.5 3.1 7.1 66.3

月１回以上 201 15.9 49.8 24.9 7.0 2.5 65.7

２～３カ月に１回 247 22.7 57.9 15.8 3.2 0.4 80.6

年に２～３回 386 19.2 58.3 19.2 1.6 1.8 77.5

年に１回 279 19.7 50.9 22.9 4.7 1.8 70.6

行かない 692 16.8 47.5 24.7 7.2 3.8 64.3

大分市 358 18.7 49.7 21.2 6.4 3.9 68.4

別府市 205 20.5 52.2 18.0 2.4 6.8 72.7

中津市 30 13.3 53.3 26.7 0.0 6.7 66.6

日田市 162 11.1 43.8 22.2 11.1 11.7 54.9

佐伯市 109 17.4 48.6 22.9 4.6 6.4 66.0

臼杵市 63 28.6 33.3 30.2 3.2 4.8 61.9

津久見市 95 21.1 53.7 18.9 2.1 4.2 74.8

竹田市 70 7.1 55.7 25.7 4.3 7.1 62.8

豊後高田市 95 13.7 51.6 16.8 3.2 14.7 65.3

杵築市 51 21.6 52.9 15.7 3.9 5.9 74.5

宇佐市 94 18.1 46.8 22.3 2.1 10.6 64.9

豊後大野市 62 11.3 46.8 25.8 4.8 11.3 58.1

由布市 101 21.8 46.5 21.8 3.0 6.9 68.3

国東市 74 12.2 44.6 24.3 5.4 13.5 56.8

姫島村 35 28.6 45.7 20.0 2.9 2.9 74.3

玖珠町 65 18.5 52.3 20.0 4.6 4.6 70.8

日出町 46 17.4 45.7 19.6 8.7 8.7 63.1

九重町 55 18.2 52.7 14.5 1.8 12.7 70.9

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。

　　全　　体
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（２）周辺商店街への回遊効果 

  

ＪＲ新大分駅ビル開業により、周辺商店街を回遊してみたいと思うかということに対し、「そ

う思う 計（「おおいにそう思う」＋「少しそう思う」）」は 53.1％で、肯定的に捉えている人

は半数程度であった。 

次に年齢別にみると、「そう思う 計」が 20歳代で 58.2％となり、60歳以上の 47.3％に比

べて 10％程度高い。若い年代ほど肯定的に捉えている傾向がある。  

県外買物頻度別にみると、「２～３ヵ月に１回」層の「そう思う 計」が 59.1％で最も高い。 

居住市町村別にみると、津久見市で「そう思う 計」が 65.3％と最も高く、次いで、佐伯

市が 63.3％、日出町が 63.0％と続く。地元の大分市は 46.9％で、18 市町村中 15 位と回遊意

向は低い。 

 

おおいにそう思う
13.0%

少しそう思う
40.1%

あまりそう思わない
30.5%

そう思わない
9.2%

無回答
7.2%

全体（N=1,953）

（図Ⅲ－１０－２）ＪＲ新大分駅ビル開業による周辺商店街への回遊意向

（単数回答）

「周辺商店街も併せて回遊してみたいと思うか」
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（表Ⅲ－１０－２） ＪＲ新大分駅ビル開業による周辺商店街への回遊意向　（単数回答）

（「周辺商店街も併せて回遊してみたいと思うか」）

標
本

数

お

お
い

に
そ

う

思
う

少

し
そ

う
思

う あ

ま
り

そ
う

思

わ
な

い

そ

う
思

わ
な

い 無

回
答

そ

う
思

う

計

1,953 13.0 40.1 30.5 9.2 7.2 53.1

２０歳代 170 18.8 39.4 30.0 7.1 4.7 58.2

３０歳代 376 11.7 46.3 31.6 9.0 1.3 58.0

４０歳代 464 13.6 43.8 30.6 8.6 3.4 57.4

５０歳代 405 11.1 38.5 33.1 10.4 6.9 49.6

６０歳以上 529 13.0 34.2 27.8 9.5 15.5 47.2

会社員等 747 12.2 42.3 32.3 9.5 3.7 54.5

パート・アルバイト 411 14.6 43.8 27.7 8.0 5.8 58.4

自営業 422 13.0 33.9 30.1 9.2 13.7 46.9

農林水産業 16 12.5 25.0 50.0 12.5 0.0 37.5

無職 206 11.2 40.8 29.1 11.7 7.3 52.0

その他 98 15.3 39.8 30.6 6.1 8.2 55.1

月１回以上 201 11.9 40.8 33.8 12.4 1.0 52.7

２～３カ月に１回 247 14.2 44.9 32.8 6.9 1.2 59.1

年に２～３回 386 13.5 44.0 33.4 7.3 1.8 57.5

年に１回 279 16.5 41.2 33.0 8.2 1.1 57.7

行かない 692 12.9 40.9 31.1 12.4 2.7 53.8

大分市 358 12.3 34.6 36.9 12.0 4.2 46.9

別府市 205 12.2 45.9 26.8 8.8 6.3 58.1

中津市 30 16.7 36.7 33.3 6.7 6.7 53.4

日田市 162 7.4 35.8 29.6 15.4 11.7 43.2

佐伯市 109 13.8 49.5 22.9 8.3 5.5 63.3

臼杵市 63 12.7 36.5 39.7 6.3 4.8 49.2

津久見市 95 17.9 47.4 29.5 3.2 2.1 65.3

竹田市 70 11.4 32.9 41.4 7.1 7.1 44.3

豊後高田市 95 16.8 43.2 18.9 8.4 12.6 60.0

杵築市 51 9.8 41.2 33.3 11.8 3.9 51.0

宇佐市 94 10.6 40.4 30.9 9.6 8.5 51.0

豊後大野市 62 8.1 38.7 29.0 11.3 12.9 46.8

由布市 101 11.9 40.6 33.7 7.9 5.9 52.5

国東市 74 10.8 37.8 29.7 6.8 14.9 48.6

姫島村 35 25.7 31.4 37.1 2.9 2.9 57.1

玖珠町 65 21.5 32.3 32.3 9.2 4.6 53.8

日出町 46 13.0 50.0 21.7 8.7 6.5 63.0

九重町 55 25.5 36.4 18.2 7.3 12.7 61.9

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。
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（３）周辺商店街への回遊条件 

  

周辺商店街へ回遊する意向がない人に、回遊してみたくなる条件を聞いたところ、「駐車場・

駐輪場の完備」が 51.2％で最多であった。次いで、「オリジナル商品やデザインの良い商品を

取り揃える」が 26.2％、「新製品・流行品を揃える」が 21.1％、「店や街並みをきれいにする」

が 20.4％と続く。都市部での駐車・駐輪スペースの確保が重要であることがわかる。 

次に年齢別にみると、全年代とも「駐車場・駐輪場の完備」が最も高い項目であるが、20

歳代、30 歳代は「新製品・流行品を揃える」が他の年代に比べて 10％以上高く、先端的な品

揃えへの期待が高いことがわかる。 

県外買物頻度別にみると、県外への出向が多い「月１回以上」層、「２～３ヵ月に１回」層

では、「駐車場・駐輪場の完備」はその他の年代に比べて低く、一方、「新製品・流行品を揃え

る」、「商品の品質・鮮度を良くする」等が高い。県外に流出している非周遊意向層を繋ぎ止め

るためにも、商品、店舗の魅力をあげる必要がある。 

居住地市町村別でみると、地元大分市の非周遊意向層の回遊条件では、「駐車場・駐輪場の

完備」が 58.3％で最も高い。 

 

 

51.2 

26.2 

21.1 

20.4 

18.9 

18.3 

16.0 

15.1 

11.0 

5.9 

11.1 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

駐車場・駐輪場の完備

オリジナル商品やデザインの良い商品を取り揃える

新製品・流行品を揃える

店や街並みをきれいにする

共同売り出しやイベントを活発にする

商品の品質・鮮度を良くする

休息する場所や託児所の設置

店舗の外見・ディスプレイ等の雰囲気を良くする

回遊バスの運行

買物券、ポイントカードの導入

その他

無回答

（図Ⅲ－１０－３） ＪＲ新大分駅ビル開業後の周辺商店街への回遊条件

／非回遊意向者ベース （複数回答）

全体（N=776）
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（表Ⅲ－10－３）ＪＲ新大分駅ビル開業後の周辺商店街への回遊条件／非回遊意向者ベース（複数回答）
（数値：％）

標

本
数

駐
車

場
・

駐
輪

場
の

完
備

オ
リ

ジ
ナ

ル
商

品
や

デ
ザ

イ
ン

の
良

い
商

品
を

取
り

揃
え

る

新
製

品
・

流
行

品
を

揃
え

る

店
や

街
並

み
を

き
れ

い
に

す
る

共
同

売
り

出
し

や
イ

ベ
ン

ト
を

活
発

に
す

る

商
品

の
品

質
・

鮮
度

を
良

く
す

る 休
息

す
る

場
所

や
託

児
所

の
設

置 店
舗

の
外

見
・

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

等
の

雰
囲

気
を

良
く

す
る

回
遊

バ
ス

の
運

行

買
物

券
、

ポ
イ

ン
ト

カ
ー

ド
の

導
入

そ
の

他

無
回

答

776 51.2 26.2 21.1 20.4 18.9 18.3 16.0 15.1 11.0 5.9 11.1 7.6

２０歳代 63 47.6 20.6 36.5 22.2 15.9 15.9 14.3 22.2 4.8 4.8 12.7 0.0

３０歳代 153 54.9 24.2 32.7 20.9 16.3 15.7 16.3 19.0 13.1 4.6 12.4 2.6

４０歳代 182 54.4 26.9 22.5 25.8 17.0 20.3 13.7 17.6 11.0 6.0 11.5 4.9

５０歳代 176 48.9 30.7 15.9 17.6 21.6 17.6 16.5 14.2 10.2 6.3 11.9 8.5

６０歳以上 197 48.2 25.4 11.2 17.3 21.3 20.3 17.8 8.6 11.7 7.1 8.6 14.7

会社員等 312 52.9 26.6 28.5 23.1 14.7 17.6 13.1 17.3 8.0 5.1 12.8 3.5

パート・アルバイト 147 49.0 27.2 19.0 19.0 19.7 21.8 18.4 19.7 10.2 8.8 10.2 5.4

自営業 166 44.0 27.1 16.3 17.5 19.9 18.1 19.3 9.0 16.3 5.4 8.4 17.5

農林水産業 10 40.0 10.0 10.0 20.0 20.0 10.0 20.0 10.0 20.0 0.0 20.0 10.0

無職 84 56.0 20.2 9.5 21.4 25.0 15.5 20.2 14.3 14.3 1.2 10.7 9.5

その他 36 55.6 36.1 30.6 16.7 22.2 25.0 8.3 11.1 8.3 11.1 8.3 5.6

月１回以上 93 38.7 26.9 28.0 17.2 15.1 24.7 14.0 22.6 5.4 7.5 14.0 11.8

２～３カ月に１回 98 40.8 33.7 33.7 25.5 18.4 24.5 7.1 18.4 10.2 2.0 11.2 5.1

年に２～３回 157 61.1 30.6 26.8 23.6 20.4 18.5 21.0 18.5 10.8 6.4 8.9 3.2

年に１回 115 51.3 27.0 20.0 20.0 19.1 11.3 19.1 16.5 13.9 7.0 12.2 5.2

行かない 301 53.5 21.3 13.3 18.6 19.3 16.6 15.3 9.6 12.0 6.3 11.0 10.0

大分市 175 58.3 28.6 22.9 28.0 21.1 17.7 13.7 18.3 14.9 5.7 7.4 6.9

別府市 73 46.6 31.5 20.5 27.4 19.2 27.4 17.8 19.2 8.2 11.0 6.8 4.1

中津市 12 33.3 50.0 33.3 16.7 16.7 58.3 8.3 16.7 8.3 16.7 0.0 0.0

日田市 73 16.4 28.8 23.3 12.3 9.6 17.8 11.0 19.2 1.4 4.1 26.0 16.4

佐伯市 34 58.8 14.7 11.8 14.7 8.8 20.6 17.6 20.6 11.8 2.9 11.8 8.8

臼杵市 29 58.6 34.5 24.1 20.7 17.2 20.7 10.3 13.8 3.4 3.4 10.3 6.9

津久見市 31 58.1 29.0 25.8 16.1 22.6 9.7 16.1 9.7 6.5 0.0 12.9 3.2

竹田市 34 55.9 26.5 17.6 23.5 14.7 8.8 11.8 8.8 20.6 5.9 11.8 5.9

豊後高田市 26 38.5 23.1 15.4 11.5 30.8 11.5 19.2 7.7 23.1 3.8 26.9 3.8

杵築市 23 56.5 21.7 17.4 17.4 17.4 26.1 21.7 0.0 4.3 13.0 8.7 8.7

宇佐市 38 50.0 15.8 21.1 13.2 21.1 13.2 10.5 23.7 13.2 2.6 2.6 13.2

豊後大野市 25 60.0 32.0 28.0 16.0 16.0 24.0 16.0 12.0 20.0 8.0 12.0 4.0

由布市 42 57.1 11.9 16.7 11.9 23.8 19.0 35.7 9.5 4.8 2.4 7.1 4.8

国東市 27 40.7 25.9 7.4 14.8 22.2 22.2 11.1 11.1 11.1 11.1 7.4 18.5

姫島村 14 71.4 35.7 14.3 21.4 21.4 21.4 7.1 14.3 14.3 0.0 7.1 7.1

玖珠町 27 44.4 29.6 22.2 18.5 25.9 18.5 14.8 3.7 14.8 11.1 11.1 7.4

日出町 14 85.7 21.4 35.7 7.1 28.6 7.1 28.6 14.3 0.0 7.1 14.3 0.0

九重町 14 64.3 28.6 7.1 14.3 35.7 7.1 28.6 7.1 7.1 14.3 7.1 14.3

（注） 太字  は、N=30以上で、全体より5％以上高いもの（「無回答」は除く）。
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大分県商工労働部商業・サービス業振興課 

調   査   票 
 
問１ このアンケートにお答えいただく方におたずねします。次の（１）～（４）の項目について該当する番号をひとつだけ○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 
 
問２ 次の商品は、普段どこでお買いになりますか。別紙の「買物場所一覧表」から、商品別に主に買い物をする場所を３つまで記入してください。 
 

  

 

 
 
問３ 次の商品を購入するとき、どのような点を重視して店を選びますか。それぞれの商品について３つまで選んで番号に○をつけてください。 
 

  店舗選びの理由 
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子
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が
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で
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営
業
時
間
が
長
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食料品等 

（生鮮食品・加工食品・調味料・飲料など） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

衣料品、身辺雑貨 

（下着・普段着・アクセサリーなど） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

文化品 

（電化製品・家具・書籍・文具など） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

 
 
問４ 次の商品を購入するとき、その情報はどのようにして得られますか。主なものを２つまで選んで該当欄に○をつけてください。 
 

  情報の収集手段 
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食料品等 

（生鮮食品・加工食品・調味料・飲料な

ど） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

衣料品、身辺雑貨 

（下着・普段着・アクセサリーなど） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

文化品 

（電化製品・家具・書籍・文具など） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

 

 
問５ あなたが主に買い物をする時間帯はいつ頃でしょうか。あてはまる番号に○をつけてください。 
    

平日 １．６時～９時 ２．９時～１２時 ３．１２時～１５時 ４．１５時～１８時 ５．１８時～２１時 ６．２１時以降 
休日 １．６時～９時 ２．９時～１２時 ３．１２時～１５時 ４．１５時～１８時 ５．１８時～２１時 ６．２１時以降 

 
 
問６ あなたがお住まいの地域での日常の買い物の利便性についておたずねします。 

 
① 日頃の買い物に不便を感じますか。あてはまる番号に○をつけてください。 
 

１．全く不便を感じない  ２．あまり不便を感じない  ３．ある程度不便を感じる  ４．大いに不便を感じる 
 

② ①で３もしくは４を選ばれた方におたずねします。次のうちどのようなサービスがあったら不便さを解消できると思いますか。 
あてはまる番号を２つまで選んで○をつけてください。 

    
１．商品の宅配サービス（有料）         ２．移動販売車          ３．配食サービス 
４．市町村の中心部へ行くコミュニティバス    ５．その他（                          ） 

 
（うらにつづきます）  

（１）あなたの年齢をお知らせください 
（平成２５年１１月１１日現在） 

１．２０歳代 ２．３０歳代 ３．４０歳代 ４．５０歳代 ５．６０歳代以上 

（２）あなたのご家族はあなたを含めて何人ですか １． １人  ２． ２人  ３． ３人  ４． ４人  ５． ５人以上 
（３）あなたは職業をお持ちですか １．会社員・公務員など ２．パート・アルバイト ３．自営業 ４．農林水産業 

５．無職  ６．その他（              ） 
（４）ふだん買い物で利用している移動手 

段をお教えください 
１．自家用車 ２．原付バイク・自転車 ３．バス・タクシー ４．ＪＲ ５．徒歩 

（５）あなたがお住まいの地域の市町村合併後の市
町村名をお教えください          市・町・村 

普段買い物をする店・場所の番号 

   

   

   

   

   

   

   

商    品 

①食料品（生鮮食品・菓子・飲料・調味料など） 

②日用雑貨品（食器・台所用品・洗濯用品・医薬品・化粧品など） 

③日用衣料品（下着・靴下・ふだん着など） 

④婦人服・こども服・紳士服（日用衣料品を除きます） 

⑤靴・かばん・帽子・装飾品・おもちゃなど 

⑥家電製品・家具・インテリア・貴金属・時計・スポーツ用品など 

⑦贈答品（中元・歳暮・記念品など） 



 

問７ あなたがお住まいの市町村の中心部にある商店街や商業施設についておたずねします。 
 
    ① お住まいの市町村の中心部にある商店街へ行く頻度はどれくらいですか。 

 

１．毎日  ２．週   回  ３．月   回  ４．ほとんど利用しない  ５．利用しない 

 
② ①で１、２もしくは３を選ばれた方におたずねします。商店街に行く目的として、あてはまる番号にすべて○をつけてください。 
 

１．食料品・日用品の購入         ２．その他の商品の購入       ３．娯楽（パチンコ、カラオケ）  

４．飲食（喫茶店、レストラン、居酒屋等） ５．理髪店、クリーニング等のサービス利用  ６．病院・医療施設 

７．金融機関・役所等           ８．お祭りやイベント        ９．その他（             ） 

 
③ ①で４もしくは５を選ばれた方におたずねします。商店街に行かない理由として、あてはまる番号にすべて○をつけてください。 
 

１．商品の値段が高い      ２．品揃えがよくない         ３．駐車場・駐輪場が少ない 

４．魅力のある店舗がない    ５．商店のバラエティが少ない    ６．中心部に魅力がない 

７．バスやＪＲの便がよくない  ８．郊外の大型店の方が便利である  ９．その他（                  ） 
 
④ 中心市街地にある商店街や商業施設を、もっと便利で利用しやすくするためには、どのようなことに取り組めばよいと思いますか。 
  次の中から３つまで選んで番号に○印をつけてください。 
 

１．バスやＪＲの本数や路線を増やす ２．駐車場や駐輪場を完備する   ３．営業時間を延長する  

４．不足している業種を増やし店舗にバラエティをもたせる  ５．休息する場所や託児所を設ける ６．共同売り出しやイベントを活発にする 

７．買物券、ポイントカードの導入  ８．自動車交通を規制し、歩きやすくする  ９．店舗の改善・改装 

１０．街路灯をつける        １１．防犯カメラを設置する     １２．大型商業施設を誘致する 

１３．レジャー施設を誘致する    １４．病院や福祉施設を誘致する   １５．コミュニティ機能（具体的に：          ） 
 

 問８ インターネットショッピングや通信販売などを利用された経験についておたずねします。次にあげた方法で商品を購入したことがありますか。 
利用したことがある方法すべての番号に○をつけてください。 

 

１．テレビ・ラジオショッピング ２．カタログ販売 ３．新聞や雑誌などの広告販売 ４．インターネットショッピング 

５．セールスマンによる訪問販売 ６．生協や農協などの共同購入 ７．移動販売車   

８．その他（                     ）   ９．利用したことはない 

 
     ① 利用したことがあると回答した方におたずねします。購入した商品はどのようなものでしょうか。あてはまる商品の番号すべてに○をつけてください。 
 

１．食料品    ２．化粧品   ３．衣料品  ４．家具・寝具   ５．健康器具・美容器具  ６家電製品 ７．書籍 

８．ＣＤ・ＤＶＤ ９．贈答品 １０．台所用品・家庭用品 １１．アクセサリー・装身具  １２．その他（        ） 

 
      ② インターネットショッピングや通信販売などを利用された動機は何ですか。あてはまるものの番号すべてに○をつけてください。 
 

１．価格が安いから  ２．品質が良いから  ３．商品の種類が豊富だから      ４．注文が簡単だから 

５．クレジットカードが利用できるから   ６．友人や知人に勧められたから    ７．近くの店では手に入りづらいから 

８．店舗でも商品を見たが、ネット等の方が値段やポイントなどで条件が良かったから ９．買い物に出かける手間が省けるから   

１０．好きなときに買い物ができるから   １１．その他（            ） 
 

問９ 県外（九州内に限る）での買い物についておたずねします。 

 
    ① 県外（九州内に限る）でのお買い物の頻度はどのくらいですか。あてはまる番号に○をつけてください。 
  

１．月に２～３回  ２．月に１回  ３．２～３ヶ月に１回  ４．年に２～３回  ５．年に１回  ６．行かない 
 
    ② ①で１，２，３，４もしくは５を選ばれた方におたずねします。買い物をした場所はどこですか。もっとも訪れたことが多い所の番号に○をつけてください。 
 

１．福岡市  ２．北九州市  ３．久留米市  ４．熊本市  ５．延岡市  ６．その他（                ） 
 
    ③ 買い物でもっともよく利用する移動手段は何ですか。あてはまる番号に○をつけてください。 
 

１．自家用車  ２．自家用車（高速道路を利用 ） ３．ＪＲ  ４．高速バス  ５．その他（            ） 
 
    ④ 県外ではいつもどのような商品を買われますか。よく買っている商品の番号すべてに○をつけてください。 
 

１．日用家庭用品  ２．日用衣料品  ３．紳士服  ４．婦人服・子供服  ５．靴・かばん  ６．家具・インテリア 

７．家電製品    ８．スポーツ・レジャー用品 ９．貴金属・時計・めがね・アクセサリーなど １０．その他（      ） 
 
     ⑤ 県外に買い物に行かれた理由をおたずねします。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 
 

１．県内では買えない商品があるから  ２．商品の選択肢が多くなるから     ３．魅力的な店があるから 

４．県内で購入するよりも安いから   ５．買い物以外に楽しめる場所があるから ６．その他（             ） 

 

問１０ 県都大分市における平成２７年春完成予定のＪＲ新大分駅ビルに対するあなたの意識をお聞かせください。 

  
     ① ＪＲ新大分駅ビルの完成によって、大分市中心市街地の賑わいが創出されると思いますか。あてはまる番号に○をつけてください。 
  

１．おおいにそう思う  ２．少しそう思う  ３．あまりそう思わない  ４．そう思わない 
  
         ② 駅ビル完成後、ＪＲ新大分駅ビルを訪れた際に、周辺の商店街も併せて回遊してみたいと思いますか。あてはまる番号に○をつけてください。 
  
 

 
③ ②で３もしくは４を選ばれた方におたずねします。どのようなことに取り組めば、あなたは周辺の商店街や商業施設も併せて 

回遊してみたいと思いますか。次の中から３つまで選んで番号に○印をつけてください。 
  

１．商品の品質・鮮度を良くする  ２．オリジナル商品やデザインの良い商品を取り揃える   ３．新製品・流行品を揃える 
４．店や町並みをきれいにする   ５．店舗の外見・ディスプレイ等の雰囲気を良くする    ６．共同売り出しやイベントを活発にする 
７．買物券、ポイントカードの導入  ８．休息する場所や託児所の設置        ９．回遊バスの運行 
１０．駐車場・駐輪場の完備     １１．その他（                                  ） 

１．おおいにそう思う  ２．少しそう思う  ３．あまりそう思わない  ４．そう思わない 



 


